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一　

問
題
の
所
在

　

院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
最
も
格
式
が
高
い
と
さ
れ
た
三
講

（
最
勝
講
・
仙
洞
最
勝
講
・
法
勝
寺
御
八
講
）
に
お
け
る
講
經
論
義
の
特
徵

は
、
公
請
さ
れ
た
四
箇
大
寺
（
東
大
寺
・
興
福
寺
・
延
曆
寺
・
園
城
寺
）

の
學
僧
が
、
講
師
の
所
屬
す
る
宗
派
の
敎
學
に
關
す
る
問
答
を
行
う
點

に
あ
る
。
三
講
だ
け
で
な
く
、
貴
人
の
追
善
等
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

法
會
の
論
義
に
も
同
樣
の
形
式
の
も
の
が
多
か
っ
た（

１
）。

　

華
嚴
宗
貫
首
、
東
大
寺
別
當
と
な
る
宗
性
（
一
二
〇
二
～
一
二
七
八
）

は
、
三
講
の
問
答
記
を
は
じ
め
、
宗
內
外
の
論
義
へ
の
出
仕
に
備
え
た

膨
大
な
硏
鑽
の
過
程
を
記
錄
し
て
い
た
。
原
本
は
東
大
寺
圖
書
館
に
あ

り
、
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
に
も
寫
眞
帳
が
『
東
大
寺
宗
性
筆
圣
敎
幷

抄
錄
本
』
等
と
し
て
收
藏
さ
れ
て
い
る
。
天
台
論
義
史
に
お
け
る
そ
の

價
値
に
つ
い
て
、
最
初
に
具
體
的
な
指
摘
を
し
た
の
は
、
尾
上
寬
仲

「
鎌
倉
時
代
の
南
都
佛
敎
と
天
台
敎
學
の
交
涉
」

（
２
）
で
あ
る
。
筆
者
は
、

寶
地
房
證
眞
（
一
一
三
一
頃
～
一
二
二
〇
頃
）
を
中
心
と
す
る
日
本
天
台

の
敎
學
硏
究
の
立
場
か
ら
宗
性
筆
文
獻
を
槪
觀
し
た
と
こ
ろ
、
宗
性

は
、
建
長
年
閒
に
は
ま
と
ま
っ
た
形
で
證
眞
の
敎
學
を
參
照
し
、
論
義

の
實
踐
の
指
針
の
一
つ
と
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た（

３
）。

そ
こ
で
、
さ

ら
に
三
講
に
お
い
て
天
台
宗
の
僧
侶
が
講
師
を
勤
め
た
論
義
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
形
式
と
し
て
は
少
な
く
と
も
尺
論
義
（
主
と
し
て
宗
典
の
記

述
に
關
す
る
問
題
を
起
點
と
す
る
論
義
）、
論
藏
論
義
（
主
と
し
て
阿
毘
逹
磨

論
書
の
敎
說
に
關
す
る
論
義
）
の
二
種
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
尺
論

義
の
內
容
は
、
三
講
を
通
じ
ほ
ぼ
同
質
で
あ
り
、
論
題
に
は
、
同
時
代
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性
乁
び
重
要
問
題
性
（
宗
要
や
義
科
と
い
っ
た
天
台
宗
內
の
論
義
に
お
け
る

重
要
論
題
）
と
い
う
べ
き
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
特
に

前
者
に
つ
い
て
は
、
院
政
期
の
播
磨
衟
邃
（
～
一
一
五
七
）
や
、
證
眞

の
敎
學
と
の
關
連
を
指
摘
し
た（

４
）。

以
上
よ
り
、
三
講
の
問
答
記
を
は
じ

め
と
す
る
宗
性
筆
文
獻
は
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
中
期
に
至
る
日
本
天
台

の
敎
學
硏
究
に
お
い
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
實
證
さ
れ
た
と
い

っ
て
よ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
延
曆
寺
の
承
詮
（
一
二
一
七
～
）
撰
述
の
『
玄
義
覺
要

鈔
』
は
、『
法
華
玄
義
』
或
い
は
『
法
華
玄
義
釋
籤
』
の
解
釋
に
關
す

る
問
答
と
典
據
を

に
記
し
た
論
義
集
で
あ
り
、
第
三
、
四
、
七
が

現
存
す
る
。
管
見
の
限
り
、
內
容
に
立
ち
入
っ
た
先
行
硏
究
は
皆
無
で

あ
る
。
本
書
の
特
徵
は
、
各
卷
に
收
載
さ
れ
た
論
義
の
過
半
數
に
、
宗

內
外
の
論
義
に
お
け
る
出
題
例
が
傍
記
さ
れ
て
い
る
點
に
あ
る
。
宗
外

の
出
題
例
は
、
大
多
數
が
三
講
の
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
現
存
部
分
を

通
覽
す
る
に
、
所
收
の
問
答
は
、
證
眞
『
法
華
玄
義
私
記
』
に
お
け
る

註
釋
と
重
複
す
る
も
の
が
多
く
、
順
序
も
ほ
ぼ
『
私
記
』
に
准
據
し
て

い
る
。
こ
の
點
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
法
華

玄
義
伊
賀
抄
』
と
共
通
す
る（

５
）。
そ
こ
で
『
覺
要
鈔
』
所
收
の
論
義
を
、

證
眞
の
著
作
や
『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
な
ど
と
照
合
し
、
三
講
の
論
義

を
日
本
天
台
の
敎
學
硏
鑽
の
展
開
に
位
置
付
け
、
そ
の
意
義
の
一
端
を

解
明
す
る
。
な
お
、
本
論
文
で
は
、
西
敎
寺
正
敎
藏
（
問
要
十
五
番
箱
）

本
の
寫
眞
複
寫
を
用
い
る（

６
）。

宗
性
筆
文
獻
に
つ
い
て
は
、
前
揭
『
東
大

寺
宗
性
筆
圣
敎
幷
抄
錄
本
』
等
を
參
照
し
て
い
る
。
資
料
と
し
て
の
提

示
に
あ
た
り
、
送
り
假
名
は
原
本
ど
お
り
と
し
、
句
讀
點
乁
び
返
り
點

は
私
に
付
し
た
。
判
讀
困
難
な
箇
所
は
■
で
示
し
た
。
ま
た
、
适
宜
太

字
で
表
示
し
、
傍
線
や
記
號
、
西
曆
年
號
等
を
付
し
た
箇
所
が
あ
る
。

二　

承
詮
と
『
玄
義
覺
要
鈔
』

　

撰
者
承
詮
の
出
自
、
沒
年
は
未
詳
。『
山
門
法
流
血
脉
』（
國
會
圖
書

館
藏
）
に
よ
れ
ば
、
證
眞
の
弟
子
、
華
台
房
法
橋
明
慶
の
系
譜
に
屬
す

る
隆
澄
の
門
下
で
あ
る
。
主
な
事
績
と
し
て
は
、
日
吉
權
現
法
樂
の

た
め
願
主
と
な
り
、
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
か
ら
永
仁
四
年
（
一
二
九

六
）
に
か
け
て
、
天
台
三
大
部
と
湛
然
の
註
疏
を
板
刻
し
た
。
こ
れ
は

比
叡
山
の
開
版
事
業
、
い
わ
ゆ
る
叡
山
版
と
し
て
最
古
層
に
屬
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
僧
綱
位
は
、
文
永
七
年
（
一
二

七
〇
）
六
月
、
院
宣
に
よ
り
權
律
師
に
敍
任
さ
れ
て
い
る
（『
天
台
座
主

記
』）。
そ
の
後
、
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
二
月
二
八
日
の
時
點
で
權
少

僧
都
（『
文
句
覺
要
鈔
』
第
七
奧
書
）
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
叡
山
版
が
板

刻
さ
れ
た
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
に
は
權
大
僧
都
で
あ
っ
た
こ
と
が

刋
記
か
ら
確
認
で
き
る
。『
玄
義
覺
要
鈔
』
に
つ
い
て
は
、
第
三
の
奧
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書（
７
）
に
よ
れ
ば
、
承
詮
が
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
に
撰
述
し
た
後
、
觀

應
元
年
（
一
三
五
〇
）、
應
永
二
五
年
（
一
四
一
八
）、
永
享
十
年
（
一
四

三
八
）、
寬
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
書
寫
・
相
傳
さ
れ
て
い
る
。

　

現
存
す
る
『
玄
義
覺
要
鈔
』
所
收
の
問
答
數
と
、『
法
華
玄
義
私
記
』

（
玄
私
）、『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』（
玄
伊
）
と
の
關
連
、
三
講
乁
び
天
台

宗
內
の
論
義
に
お
け
る
出
題
例
が
傍
記
さ
れ
た
問
答
の
數
を
示
せ
ば
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
（
未
詳
の
も
の
を
除
く
）。

覺
要
鈔

問
答
數

玄
私
關
連
玄
伊
關
連
出
題
例

三
講

宗
內

重
複

第
三

一
三
〇

九
三

七
二

七
四

五
七

三
六

一
九

第
四

一
六
一

一
二
四

一
一
〇

一
〇
一

七
七

五
三

二
九

第
七

八
一

五
三

五
五

五
二

二
二

四
〇

一
〇

　

第
三
・
第
四
に
つ
い
て
は
、
收
錄
さ
れ
た
問
答
に
お
い
て
『
私
記
』

と
共
通
す
る
も
の
が
七
割
を
超
え
、『
伊
賀
抄
』
は
五
～
六
割
、
出
題

例
を
付
す
る
問
答
も
や
は
り
五
～
六
割
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
三
講
の

出
題
例
の
記
載
が
あ
る
問
答
は
七
割
を
超
え
、
宗
內
と
思
わ
れ
る
論
義

の
出
題
例
の
記
載
が
あ
る
の
は
約
五
割
で
あ
る
。
第
七
は
『
私
記
』『
伊

賀
抄
』
と
も
收
錄
總
問
答
の
約
六
割
が
共
通
し
、
出
題
例
の
記
載
も
同

じ
く
約
六
割
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
三
講
は
約
四
割
に
と
ど
ま

る
の
に
對
し
、
宗
內
の
論
義
は
約
八
割
を
占
め
、
傾
向
が
異
な
る
。
他

の
卷
が
現
存
し
な
い
こ
と
、
そ
も
そ
も
第
七
の
み
收
錄
問
答
數
が
少
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
現
時
點
で
は
判
斷
を
保
留
す

る
。
な
お
、
上
の
表
の
「
重
複
」
と
は
、
三
講
と
宗
內
の
論
義
雙
方
の

出
題
例
が
記
載
さ
れ
て
い
る
問
答
數
で
あ
る
。
五
八
例
を
確
認
し
て
い

る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
一
覽
を
揭
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

出
題
例
の
總
數
の
內
譯
は
次
の
と
お
り
（
カ
ッ
コ
內
は
、『
覺
要
鈔
』
で

用
い
ら
れ
て
い
た
主
な
略
稱
）。

論
義

覺
要
鈔

最
勝
講

（
最
）

仙
洞

最
勝
講

（
院
）

仙
洞

番
論
義

（
院
番
）

法
勝
寺

御
八
講

（
法
八
）

天
台

大
師
講

（
大
師
）
六
月
會

（
六
月
）
長
講
會

（
長
講
）
前
唐
院

八
講

（
唐
八
）
禮
拜
講

（
禮
）

止
觀
講

（
止
觀
）
そ
の
他

（
含
未
詳
）

第
三

四
七

九

五

二
六

一
〇

二

二

一
二

一
七

八

一
六

第
四

四
六

一
三

二

四
八

一
五

五

四

一
五

三
一

五

二
八

第
七

六

七

一

一
二

九

二

二

二
一

一
八

一

九

　

三
講
の
出
題
例
の
總
數
は
二
二
二
例
を
數
え
る
。
宗
內
の
論
義（

８
）は

一

七
九
例
で
あ
り
、
未
詳
を
含
め
て
そ
れ
以
外
と
思
わ
れ
る
も
の
が
五
三

例
あ
る
。
右
の
う
ち
最
も
古
い
出
題
例
は
、
寬
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）

最
勝
講
（
第
四
・
第
一
七
六
紙
）、
最
も
新
し
い
も
の
は
正
中
二
年
（
一
三

二
五
）
法
勝
寺
御
八
講
（
第
七
・
第
二
〇
三
紙
）
で
あ
る
。
承
詮
の
生
年

か
ら
見
て
、
一
四
世
紀
の
出
題
例
は
、
書
寫
・
相
傳
の
過
程
で
追
記
さ

れ
た
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
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三　
『
玄
義
覺
要
鈔
』
所
收
論
義
の
具
體
例

１　

宗
性
の
論
義
實
踐
と
『
玄
義
覺
要
鈔
』

　
　
　
　

─
建
長
四
年
仙
洞
最
勝
講
の
論
義
に
つ
い
て
─

　
『
玄
義
覺
要
鈔
』
所
收
の
論
義
の
意
義
を
具
體
的
に
解
明
す
る
に
あ

た
り
、
ま
ず
は
宗
性
の
論
義
實
踐
と
關
連
づ
け
て
檢
討
す
る
。『
仙
洞

最
勝
講
幷
番
論
義
問
答
記
』
に
よ
れ
ば
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
仙

洞
最
勝
講
の
初
日
朝
座
に
お
い
て
、
講
師
智
圓（

９
）（

延
曆
寺
）
に
對
し
、

宗
性
は
問
者
と
し
て
、
次
の
二
問
を
問
う
て
い
る
。

（
第
一
問
）
問
。
經
文　

○　

乾
惠
等
十
地
中
辟
支
佛
地
唯
可
レ
限
二

緣
覺
所
行
一
耶
。

答
。
可
レ
通
二
緣
覺
菩
薩
所
行
一
也
。

兩
方
、
若
不
レ
限
二
緣
覺
所
行
一
者
、
既
名
二
辟
支
佛
地
一
。
定
可
レ

限
二
緣
覺
所
行
一
也
。
是
以
、
宗
師
釋
二
辟
支
佛
地
一
云
、
緣
覺
發
二

眞
無
漏
一
功
德
力
大
故
能
侵
二

–

除
習
一
也
。
智
論
文
釋
二
此
事
一
云
、

觀
二

–

察
因
緣
法
一
成
衟
名
二
辟
支
佛
一
。
文　

任
二
此
等
文
理
一
辟
支
佛

地
唯
可
レ
限
二
緣
覺
所
行
一
耶
。
若
依
レ
之
尒
者
、
乾
惠
等
十
地
是

共
行
十
地
也
。
辟
支
佛
地
何
唯
可
レ
限
二
緣
覺
所
行
一
哉
。
是
以
、

宗
師
解
尺
中
云
、
至
二
八
地
九
地
一
共
菩
薩
地
。
文　

如
二
解
尺
一

者
、
辟
支
佛
地
不
レ
限
二
緣
覺
所
行
一
見
、
如
何
。

（
第
二
問
）
問
。
宗玄

師義

意四

身
證
不
還
中
■（

可
カ
）

　

有
二
住
果
類
一
耶
。

答
。
可
レ
有
二
二
意
一
也
。

兩
方
、
若
有
二
住
果
類
一
者
、
身
證
不
還
者
、
離
二
三
空
已
還
煩
惱
一

得
二
第
八
解
脫
一
之
類
名
。
何
可
レ
有
二
住
果
之
類
一
哉
。
是
以
、
論

藏
中
得
二
第
八
解
脫
一
不
還
果
圣
者
中
、
不
レ
可
レ
有
二
住
果
之
類
一

見
。
若
依
レ
之
尒
者
、
宗
師
解
釋
中
釋
二
身
證
不
還
相
一
云
、
是
阿

那
含
有
二
二
種
一
。
一
住
果
。
但
是
阿
那
含
也
。
文　

解
尺
者
、
身

證
不
還
中
可
レ
有
二
住
果
之
類
一
、
如
何
。（

（1
（

　

第
一
問
は
、
通
敎
の
行
位
の
う
ち
、
三
乘
共
十
地
の
第
八
地
、
す
な

わ
ち
辟
支
佛
地
は
緣
覺
の
み
な
ら
ず
菩
薩
の
階
梯
で
も
あ
る
か
、
と
い

う
論
題
で
あ
る
。
共
の
十
地
は
三
乘
が
共
通
し
て
行
ず
る
位
な
の
か
、

十
地
に
三
乘
を
配
當
す
る
の
み
で
、
共
に
經
歷
す
る
わ
け
で
は
な
い
の

か
、
通
敎
行
位
の
基
本
的
理
解
を
問
う
の
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
他

宗
の
理
解
と
の
相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
問
題
と
な
る
。
天
台
敎
學
で

は
、
例
え
ば
『
摩
訶
止
觀
』
卷
六
上
に
「
二
、
通
家
體
思
三
乘
共
位

者
、
如
二
大
品
明
一
。
乾
慧
地
性
地
乃
至
第
六
地
共
二
聲
聞
一
。
至
二
七
地
一

共
二
支
佛
一
。
至
二
八
地
九
地
一
共
二
菩
薩
一
。
菩
薩
地
轉
入
二
第
十
一
名
二

佛
地
一
。
所
レ
言
共
地
而
有
二
高
下
一
者
、
論
云
、
三
人
同
斷
二
正
使
一
、
同

入
二
有
余
無
余
涅
槃
一
。
故
言
レ
共
也
。
如
二
燒
レ
木
有
レ
炭
有
レ
灰
等
一
。

故
有
二
高
下
一
也
。」（

（1
（

と
說
示
さ
れ
る
よ
う
に
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
』
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を
釋
す
る
『
大
智
度
論
』
の
說
示
に
基
づ
き
、
三
乘
が
共
に
經
歷
す
る

「
共
行
」
と
す
る
の
が
基
本
說
で
あ
る（

（1
（

。
本
問
の
典
據
と
な
る
『
法
華

玄
義
』
卷
四
下
に
も
「
八
、
辟
支
佛
地
位
者
、
緣
覺
・
菩
薩
發
二
眞
無

漏
一
功
德
力
大
。
故
能
侵
二

–

除
習
氣
一
也
。」（

（1
（

と
あ
る
た
め
、
第
八
地
は
緣

覺
乁
び
菩
薩
の
兩
者
が
經
歷
す
る
と
解
し
う
る
。
た
だ
し
、
兩
方
の
難

の
波
線
部
太
字
部
分
の
よ
う
に
、『
法
華
玄
義
』
と
同
樣
の
說
示
を
す

る
『
四
敎
義
』
卷
八（

（1
（

に
は
、
菩
薩
を
擧
げ
ず
緣
覺
の
み
に
言
乁
す
る
本

が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
、
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
問
は
、『
法
華
玄
義
』
卷
四
下
に
お
け
る
身
證
不
還
の
位
置
付

け
が
問
わ
れ
て
い
る
。
身
證
不
還
と
は
、
不
還
果
の
圣
者
で
滅
盡
定
を

修
得
し
た
最
利
根
の
者
を
い
う（

（1
（

。『
法
華
玄
義
』
卷
四
下
に
は
、「
此
身

證
者
卽
是
勝
進
、
爲
二
羅
漢
向
攝
一
。」（

（1
（

と
あ
り
、
身
證
不
還
は
勝
進
で

あ
り
、
阿
羅
漢
向
に
含
ま
れ
る
と
說
示
し
つ
つ
、
兩
方
の
難
の
波
線
部（

（1
（

の
よ
う
に
、
身
證
不
還
に
住
果
・
勝
進
の
二
種
が
あ
る
と
述
べ
る
と
解

し
う
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
文
意
を
問
う
の
で
あ
る
。
本
問

の
答
者
は
二
意
、
す
な
わ
ち
住
果
・
勝
進
二
種
を
認
め
る
解
釋
を
示
し

て
い
る
。
な
お
、
本
論
題
は
、
天
台
宗
の
論
義
の
分
類
で
は
、
義
科
の

七
圣
義
に
含
ま
れ
る（

（1
（

。

（
１
）─
１　

第
一
問
に
お
け
る
宗
性
の
硏
鑽

　

宗
性
は
建
長
四
年
（
一
一
五
二
）
の
仙
洞
最
勝
講
に
向
け
た
準
備
を
、

『
仙
洞
最
勝
講
疑
問
論
義
用
意
抄
』
第
五
に
記
し
て
い
る
。
第
一
問
に

つ
い
て
は
、
肯
否
二
つ
の
立
場
か
ら
の
解
答
を
記
し
、
そ
れ
に
對
す
る

重
難
の
根
據
と
な
る
要
文
を
收
載
す
る
。
冐
頭
の
問
答
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

建
長
四
年
仙
洞
最
勝
講
宗
性
問
智
圓
法
印

問
。
乾
惠
等
十
地
中
辟
支
佛
地
唯
可
レ
限
二
緣
覺
所
行
一
耶
。

答
。
可
レ
通
二
緣
覺
・
菩
薩
所
行
一
也
。
兩
方
…
…
。

（
ａ
）
答
。
一
義
云
、
辟
支
佛
地
可
レ
亙
二
緣
覺
菩
薩
所
行
一
也
。

重
難
云
、
既
名
二
辟
支
佛
地
一
。
何
含
二
菩
薩
所
行
一
哉
。
若
含
二
菩

薩
所
行
一
者
、
辟
支
佛
地
之
稱
無
レ
由
哉
。
是
以
、
四
敎
義
中
判
、

菩
薩
佛
地
名
異
二
二
乘
一
。
何
得
レ
言
レ
通
也ト

。
以
レ
云
二
菩
薩
地
佛

地
一
不
レ
含
二
二
乘
所
行
一
定タ

リ。
例
レ
之
思
レ
之
、
以
レ
云
二
辟
支
佛
地
一

不
レ
含
二
菩
薩
所
行
一
云
事
、
無
レ
疑
哉
。
是
一

依
レ
之
、
智
論
中
云
、
辟
支
佛
地
者
、
先
世
種
二
辟
支
佛
衟
因
緣
一
、

今
世
得
二
小
因
緣
一
、
初
出
家
亦
觀
二

–

察
因
緣
法
一
成
衟
名
二
辟
支
佛
一
。文   

玄四
敎
義義

中
釋
二
辟
支
佛
地
相
一
云
、
緣
覺
發
二
眞
無
漏
一
功
德
力
大
故

能
侵
二

–

除
習
一
也
。
文　

此
等
定
判
無
レ
諍
辟
支
佛
地
唯
可
レ
限
二
緣

覺
所
行
一
見
。
是
二
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加
之
、
山
家
大
師
釋
二
乾
惠
等
十
地
相
一
云
、
七
共
、
三
不
共ト

。
後

三
地
不
共ト

定タ
リ。

若
辟
支
佛
地
含
二
菩
薩
所
行
一
者
、
不
レ
可
レ
云
二
不

共
地
一
哉
。
是
三

次
辟
支
佛
地
含
二
菩
薩
所
行
一
者
、
可
レ
含
二
菩
薩
何
位
一
哉
。
是
四

次
辟
支
佛
地
含
二
菩
薩
所
行
一
者
、
亦
含
二
聲
聞
所
行
一
可
レ
云
歟
。

若
含
レ
之
者
、
四
敎
義
云
、
名
雖
レ
有
レ
異
、
同
是
無
學
應
供
、
得
二

二
涅
槃
一
共
歸
二
灰
斷
一
。
證
果
是
一
名
義
不
レ
殊
。
是
則
名
義
究

竟
倶
同
也
。
文　

玄
義
云
、
雖
三
菩
薩
佛
名
異
二
二
乘
一
、
通
倶
觀
二

無
生
體
法
一
、
同
是
無
學
得
二
二
涅
槃
一
、
共
歸
二
灰
化

（
マ
マ
）

斷
一
、
證

果
處
一
故
稱
爲
レ
通
也
。
文　

此
等
解
釋
意
、
於
二
菩
薩
佛
地
一
犹

可
レ
有
二
二
乘
共
行
之
義
邊
一
見
。
以
レ
之
思
レ
之
、
於
二
辟
支
佛
地
一

含
二
聲
聞
所
行
一
之
義
邊
亦
可
レ
有
哉
。
是
五

（
ｂ
）
或
一
義
云
、
辟
支
佛
地
唯
可
レ
限
二
緣
覺
所
行
一
也
。

重
難
云
、
是
既
三
乘
共
行
十
地
也
。
辟
支
佛
地
尤
可
レ
含
二
菩
薩
所

行
一
哉
。
是
以
、
止
觀
云
、
如
二
大
品
明
一
、
乾
惠
地
至
二
第
六
地
一

共
二
聲
聞
一
、
至
二
七
地
一
共
二
支
佛
一
、
至
二
八
地
九
地
一
共
二
菩
薩
一

地
、
轉
二

–

入
第
十
一
名
二
佛
地
一
。
文　

玄
義
釋
二
辟
支
佛
相
一
云
、
緣

覺
菩
薩
發
二
眞
無
漏
一
功
德
力
大
故
、
能
侵
二

–

除
習
氣
一
也
。
文　

此

等
解
釋
、
無
レ
諍
辟
支
佛
地
不
レ
限
二
緣
覺
所
行
一
、
亦
可
レ
含
二
菩

薩
所
行
一
云
事
分
明
也
。
是
一

次（
（1
（
　

　

二
義
の
う
ち
、（
ｂ
）
第
八
地
は
緣
覺
の
み
の
行
位
で
あ
る
と
す
る

立
場
へ
の
重
難
は
未
完
で
あ
る
。
宗
性
は
、（
ａ
）
第
八
地
が
緣
覺
乁

び
菩
薩
共
通
の
行
位
で
あ
る
と
す
る
立
場
を
答
者
の
說
と
想
定
し
て
重

難
を
構
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。
五
項
目
の
論
據
の
う
ち
、
註
目
す
べ
き

は
「
是
三
」
の
「
山
家
大
師
釋
」
す
な
わ
ち
最
澄
の
見
解
で
あ
る
。
こ

の
典
據
と
し
て
、『
用
意
抄
』（

（2
（

に
は
、
次
の
よ
う
な
『
守
護
國
界
章
』

上
之
中
の
引
用
が
あ
る
。

守
護
國
界
章
上
之
中
云
、
乾
慧
地
者
、
大
品
經
等
說
、
大
論
等
所
レ

釋
。
三
乘
共
行
地
、
漢
地
諸
宗
皆
共
許
。
此
閒
會
津
行

（
何
カ
）

不
レ
許

哉
。　

〇　
①
又
彼
共
十
地
示
二
三
乘
極
位
一
。
七
共
、
三
不
共
。

又
②
其
初
七
地
者
、
不
レ
爲
二
獨
聲
聞
人
一
共
也
。
敎
理
智
斷
行
位

因
果
、
七
地
共
行
。
但
約
二
多
分
一
故
、
名
二
通
敎
一
。（

（2
（

　

こ
の
文
は
、
通
敎
の
十
地
に
關
す
る
德
一
の
批
判
に
應
え
た
も
の
で

あ
る
が
、
問
題
が
多
い
箇
所
で
も
あ
る
。
大
久
保
良
峻
氏
の
先
行
硏
究（

（2
（

に
從
っ
て
槪
要
を
記
し
、
宗
性
の
引
用
の
意
を
述
べ
る
。
德
一
は
、
共

行
の
十
地
と
名
別
義
通
に
あ
た
る
天
台
側
の
記
述
を
引
用
し
、
根
據
が

な
い
と
斷
ず
る
。
そ
し
て
、
共
の
十
地
に
つ
い
て
、
初
七
地
は
聲
聞
、

第
八
地
は
獨
覺
、
第
九
地
は
菩
薩
、
第
十
地
は
佛
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
十
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地
で
あ
る
と
す
る
自
說
の
立
場
か
ら
、
前
七
地
が
共
行
だ
と
し
て
も
、

第
八
地
は
緣
覺
、
第
八
乃
至
第
十
地
は
菩
薩
が
經
歷
す
る
と
す
れ
ば
、

「
通
行
十
地
」
と
は
い
え
な
い
と
批
判
す
る（

（2
（

。
右
の
引
用
文
は
、
そ
れ

に
對
す
る
反
論
で
あ
る
。
最
澄
は
、天
台
敎
學
が
『
大
品
般
若
經
』『
大

智
度
論
』
等
に
依
據
し
て
い
る
こ
と
、
中
國
の
諸
宗
が
認
め
て
い
る
こ

と
を
述
べ
た
上
で
、
傍
線
部
①
の
よ
う
に
三
乘
の
最
高
位
が
異
な
る
と

し
て
も
、
②
の
よ
う
に
第
七
地
ま
で
は
三
乘
が
共
に
經
歷
す
る
こ
と
か

ら
、
共
の
十
地
を
三
乘
共
行
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
宗

性
は
、
最
澄
說
の
內
容
を
理
解
し
、
要
旨
を
記
し
た
上
で
、
想
定
問
答

に
お
い
て
は
、
あ
え
て
①
の
部
分
の
み
を
抽
出
し
、
最
澄
と
は
反
對
の

說
、
す
な
わ
ち
辟
支
佛
地
を
緣
覺
に
限
定
す
る
立
場
か
ら
の
重
難
の
論

據
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
ひ
と
つ
註
目
す
べ
き
は
、
右
の
想
定
問
答
に
は
寀
用
し
て
い
な
い

が
、
宗
性
の
『
用
意
抄
』
に
は
、『
大
般
若
經
』
卷
五
七
八
般
若
理
趣

分
で
共
の
十
地
が
說
示
さ
れ
る
箇
所
、
乁
び
基
の
註
釋
『
大
般
若
波
羅

蜜
多
經
般
若
理
趣
分
述
贊
』
卷
二
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。

こ
れ
も
『
守
護
國
界
章
』
卷
上
之
中
に
お
け
る
共
の
十
地
を
め
ぐ
る
問

答
で
論
點
と
な
っ
て
い
る
。
大
久
保
氏
の
硏
究
に
基
づ
き
略
し
て
示
せ

ば
、『
大
般
若
經
』
般
若
理
趣
分
は
、
極
喜
地
乃
至
法
雲
地
か
ら
な
る

不
共
の
十
地
と
、
淨
觀
地
乃
至
如
來
地
か
ら
な
る
共
の
十
地
を
說
示
す

る
。
德
一
は
、
理
趣
分
の
說
示
と
基
の
註
釋
の
う
ち
、
共
の
十
地
に
あ

た
る
箇
所
の
み
を
引
用
し
、
不
共
の
十
地
の
說
示
と
註
釋
の
存
在
を
伏

せ
る
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
そ
こ
で
最
澄
は
、
理
趣
分
の
經
文
と
基

の
註
釋
の
全
體
像
を
示
す
こ
と
で
德
一
の
引
用
姿
勢
を
批
判
し
、『
述

贊
』
の
眞
意
は
獨
菩
薩
の
不
共
の
十
地
の
他
に
、
三
乘
共
行
の
十
地
を

釋
す
る
點
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る（

（2
（

。
宗
性
は
、『
用
意
抄
』

に
お
い
て
、
共
の
十
地
を
說
示
す
る
理
趣
分
の
文
を
引
用
し
た
後
、『
述

贊
』
の
註
釋
を
次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。「
疏慈

中恩

云
、
經
云
者
…
…
讚

曰
、
①
此
卽
第
二
明
二
三
乘
位
一
。
初
二
地
中
略
有
二
二
釋
一
。
一
云
、
淨

觀
地
。
在
二
解
脫
分
位
乁
前
三
善
根
一
。
種
性
地
唯
在
二
世
第
一
法
一
。
故
婆

娑
云
、
有
說
、
種
性
地
法
亦
可
レ
說
二
有
退
一
。
二
解
云
、
淨
觀
地
唯
在
二

解
脫
分
位
一
、
未
レ
爲
二
諦
觀
一
、
種
性
未
レ
定
。
但
淨
修
レ
心
觀
二
身
受
等
一

故
名
二
淨
觀
一
。
種
性
地
通
在
二
四
善
根
一
。
煗
等
位
中
種
性
方
定
、
不
レ

可
レ
轉
故
。
第
八
地
謂
二
預
流
向
一
。
從
二
阿
羅
漢
一
向
レ
前
數
故
。
卽
住
二

見
衟
前
十
五
心
一
。
具
見
地
者
、
謂
二
預
流
果
一
。
此
位
具
二

–

足
十
六
心
一

故
。
薄
地
謂
二
一
來
一
。
於
二
欲
界
九
品
惑
一
已
斷
二
六
品
一
故
。
離
欲
地

謂
二
不
還
一
。
決
定
全
離
二
欲
界
惑
一
故
。
已
辨
地
者
、
謂
二
阿
羅
漢
一
。

我
生
已
盡
所
作
已
辨
故
。
余
之
三
地
隨
レ
名
釋
レ
義
。
②
前
唯
一
乘
。
今

通
二
師
弟
長
短
一
作
レ
說
。
故
十
地
別
。」（

（2
（

す
な
わ
ち
、
德
一
が
單
に
「
明
二

三
乘
位
一
」
と
記
し
た
傍
線
部
①
を
、
原
文
ど
お
り
「
第
二
」
と
引
用
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し
て
「
大
乘
位
」（
不
共
の
十
地
）
の
存
在
を
前
提
と
す
る
。
そ
し
て
德

一
が
引
用
せ
ず
、
最
澄
が
批
判
に
用
い
た
傍
線
部
②
「
前
唯
一
乘
。
今

通
二
師
弟
長
短
一
作
レ
說
。
故
十
地
別
。」
も
引
用
し
て
い
る
。
前
と
は

大
乘
位
、
不
共
の
十
地
を
指
し
、
今
と
は
共
の
十
地
を
指
す
。
つ
ま
り

宗
性
は
、『
守
護
國
界
章
』
で
般
若
理
趣
分
の
記
述
が
爭
點
に
な
っ
て

い
た
こ
と
、
乁
び
兩
者
の
立
脚
點
の
相
違
を
知
悉
し
て
い
た
こ
と
を
看

取
し
う
る
の
で
あ
る
。

（
１
）─
２　
『
玄
義
覺
要
鈔
』
の
意
義

　

建
長
四
年
の
仙
洞
最
勝
講
に
お
け
る
智
圓
と
宗
性
の
論
義
の
第
一
問

は
、『
玄
義
覺
要
鈔
』
第
四
に
、
出
題
例
と
し
て
傍
註
の
形
で
次
の
よ

う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

文
保
元
（
一
三
一
七
）　

法
八　

玄
智
法
印
權
大
ヽ
　ヽ

定
胤
問

治
承
四
（
一
一
八
〇
）　

大
師　

尊
乘
法
印　

最
胤
四

建
長
四
（
一
二
五
二
）　

院　

智
圓
法
印
山
四　

宗
性
法
印
問

安
貞
二
（
一
二
二
八
）　

最　

顯
愉
權
大
ヽ
　ヽ

玄
良
（
（2
（

問
。
通
敎
乾
惠
地
等
前
七
地
三
乘
共
修
レ
之
歟
。

答
。
一
家
意
、
三
乘
共
修
レ
之
尺
也
。

付
下
第
八
名
二
支
佛
地
一
、
第
九
名
中
菩
薩
地
上
、
應
レ
知
、
前
七
地

是
既
聲
聞
地
位
云
事
。
是
以
、
■
大
品
智
論
、
前
七
地
聲
聞
可
レ

修
。
以
菩
薩
始
終
■
第
九
地
也
歟
。

答
。
三
乘
共
地
相
、
自
他
宗
論
也
。
難
勢
是
淨
影
尺
意
也
。
一

家
學
者
不
レ
可
レ
用
レ
之
。
故
以
大
品
十
地
■
■
■
大
論
尺
時
、
十

地
有
レ
二
。
一
、
三
乘
共
十
地
。
二
、
但
菩
薩
十
地
云
々
。
又
乾

惠
地
有
二
二
種
一
。
一
者
聲
聞
、
二
者
菩
薩
云
々
。
又
菩
薩
地
者
、

從
二
乾
惠
地
一
乃
至
離
欲
地
、
如
二
上
說
一
云
々
。
菩
薩
經
二
乾
惠
一
等

云
々
。
論
說
分
明
也
。
但
菩
薩
地
明
二
歡
喜
等
地
一
者
、
明
二
二
入

通
義
一
也
。（

（2
（

　

す
な
わ
ち
、
問
答
の
右
肩
に
法
勝
寺
御
八
講
・
天
台
大
師
講
・
仙
洞

最
勝
講
・
最
勝
講
の
出
題
例
が
傍
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
記

述
に
よ
っ
て
、
本
論
題
が
、
三
講
と
天
台
宗
內
の
論
義
で
出
題
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
承
詮
は
、
問
難
の
立
場

を
、
十
地
を
三
乘
に
別
個
に
配
當
す
る
慧
遠
『
大
乘
義
章
』
の
解
釋
と

し
た
上
で
、『
大
智
度
論
』
卷
七
五（

（2
（

の
說
示
に
則
り
反
論
を
加
え
て
い

る
。
當
該
問
答
の
構
成
は
、『
法
華
玄
義
私
記
』
卷
四
末
に
お
け
る
次

の
證
眞
說
を
踏
襲
し
て
い
る
。

問
。
法
相
宗
云
、
三
乘
共
十
地
者
、
但
開
二
三
乘
一
爲
二
十
地
一
耳
。

謂
開
二
聲
聞
一
爲
二
前
七
地
一
、
支
佛
爲
二
第
八
一
、
開
二
佛
乘
一
因
果

爲
二
九
十
地
一
。
非
三
是
十
地
始
終
皆
有
二
三
乘
一
也
。
大
乘
義
章

云
、
說
二
三
乘
地
一
共
爲
二
此
十
一
名
二
共
十
地
一
。
爲
レ
別
二
菩
薩
獨
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法
十
地
一
故
云
レ
共
矣
。
初
七
小
乘
、
次
一
中
乘
、
後
二
大
乘
。

…
…

答
。
大
品
明
二
十
地
地
業
一
。
論
云
、
十
地
有
レ
二
。
一
、
三
乘
共
十

地
。
二
、
但
菩
薩
十
地
。
又
焦
柱
品
云
、
菩
薩
從
二
初
發
心
一
行
二

般
若
一
、
具
二

–
足
十
地
一
得
二
菩
提
一
。
乾
慧
地
乃
至
佛
地
。
大
論
七

十
五
釋
云
、
乾
慧
地
有
二
種
。
一
者
聲
聞
、
二
者
菩
薩
。
乃如
至レ

玄引 

菩

薩
地
者
、
從
二
乾
慧
地
一
乃
至
離
欲
地
。
如
二
上
說
一
。
復
次
菩
薩

地
者
、
歡
喜
地
等
。
有
人
言
、
一
發
心
來
名
二
菩
薩
地
一
者
、
一
切

種
智
等
、
菩
薩
於
二
自
地
中
一
行
二
具
足
一
。
於
他
地
中
觀
二
具
足
一

故
名
二
具
足
一
。
略
抄　

既
云
三
菩
薩
有
二
乾
慧
等
一
。
準
レ
此
故
知
、

乾
慧
等
地
亦
共
菩
薩
。
然
菩
薩
地
中
明
二
歡
喜
等
一
、
是
明
通
敎
二

入
通
義
。
故
四
念
處
引
二
此
論
文
一
、
爲
二
通
通
通
別
通
圓
一
也
。

…
…（

（3
（

　

證
眞
は
德
一
の
見
解
と
思
わ
れ
る
法
相
宗
の
說
、
乁
び
『
大
乘
義

章
』
卷
一
四（

（3
（

の
說
を
擧
げ
た
上
で
、『
大
智
度
論
』
の
所
說
を
引
用
し

て
反
論
す
る
。
歡
喜
地
等
の
不
共
の
十
地
を
、
利
根
の
行
者
が
辿
る
二

入
通
と
解
す
る
記
述（

（3
（

を
含
め
、『
覺
要
鈔
』
が
『
私
記
』
を
座
右
に
置

い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
檢
討
よ
り
、
第
一
問
か

ら
は
、
天
台
敎
學
の
通
敎
行
位
論
の
說
示
に
關
す
る
基
本
的
な
問
題
點

が
三
講
で
論
題
と
さ
れ
、
南
都
北
嶺
の
學
僧
が
硏
鑽
を
積
ん
で
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
宗
性
の
『
用
意
抄
』
を
見
る
に
、
宗
典
の
解

釋
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、『
法
華
玄
義
』
や
『
四
敎
義
』
の
記
述
の

相
違
と
い
っ
た
形
式
的
な
問
題
點
だ
け
で
な
く
、
最
澄
と
德
一
の
論
爭

を
深
く
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
天
台
の
敎

學
史
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
玄
義

覺
要
鈔
』
は
、
承
詮
が
こ
の
論
點
に
お
い
て
議
論
の
基
盤
を
證
眞
の

『
法
華
玄
義
私
記
』
に
置
い
て
い
た
こ
と
、
何
よ
り
傍
註
の
記
載
に
よ

っ
て
、
本
論
義
が
、
宗
內
の
論
義
と
三
講
に
お
け
る
共
通
の
論
題
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
の
で
あ
る
。

（
２
）─
１　

第
二
問
に
お
け
る
宗
性
の
硏
鑽

　

第
二
問
に
向
け
た
硏
鑽
は
『
仙
洞
最
勝
講
疑
問
論
義
用
意
抄
』
第
四

に
記
錄
さ
れ
て
い
る
。
仙
洞
最
勝
講
で
行
わ
れ
た
問
答
の
記
載
に
續
い

て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る（

（3
（

。
す
な
わ
ち
宗
性
は
、
①
類
問
で
あ
る

嘉
祿
三
年
（
一
二
二
七
）
最
勝
講
第
二
日
朝
座
第
二
問
の
出
題
例
を
記

し
た
後
、
②
論
義
の
典
據
で
あ
る
『
法
華
玄
義
』
卷
四
下
の
說
示
に
加

え
、
③
『
法
華
玄
義
釋
籤
』
卷
一
〇
の
註
釋
を
引
き
、
さ
ら
に
④
證
眞

『
法
華
玄
義
私
記
』
卷
四
末
か
ら
、
長
文
の
引
用
を
行
っ
て
い
る
。

嘉
祿
三
年
（
一
二
二
七
）
最
勝
講
圓
憲
問
隆
承
（
（3
（

①
問
。
宗
師
或
處
引
二
智
論
說
一
證
二
那
含
住
果
・
勝
進
一
見
。
尒
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者
云
何
引
レ
之
耶
。

進
云
、
大
論
云
、
阿
那
含
有
二
十
一
種
一
。
五
種
正
是
那
含
。
六
種

羅
漢
向
攝ト

釋
也
。
付
レ
之
、
智
論ニ

ハ

那
含
五
種ト

云テ

無
レ
數
二
十
一
種
一
。

何
況
、
智
論
引
二
福
田
經
說
一
、
本
經
中
般
生
般
有
行
無
行
上
流
云
々
。

違
二
本
經
一
、
論
何
如
レ
此
引
釋
耶
。

②
玄
義
四
云
、
五
、
明
二
身
證
位
一
者
、
還
是
信
解
・
見
到
二
人
入
二

思
惟
衟
一
、
用
二
無
漏
智
一
、
斷
二
上
下
分
結
一
、
發
二
四
禪
・
四
無

色
定
一
。
卽
是
用
二
共
念
處
一
、
修
二
八
背
舍
、・
八
勝
處
・
十
一
切

處
一
、
入
二
九
次
第
定
一
、
三
空
、
事
性
兩
障
先
已
斷
盡
。
又
斷
二

非
想
事
障
一
、
滅
二
緣
理
諸
心
心
數
法
一
入
二
滅
盡
定
一
。
得
二
此
定
一

故
、
名
二
身
證
阿
那
含
一
也
。
何
者
、
入
二
滅
定
一
似
二
涅
槃
法
一
、

安
二

–

置
身
內
一
、
息
二
三
界
一
切
勞
務
一
、
身
證
二
想
受
滅
一
。
故
名
二

身
證
一
也
。
若
約
二
初
果
一
解
二
身
證
一
者
、
但
以
先
於
二
凡
夫
一
用
二

等
智
一
斷
レ
結
、
得
二
四
禪
・
四
無
色
定
一
、
後
得
見
諦
、
第
十
六

心
證
二
那
含
果
一
。
卽
修
二
共
念
處
一
、
還
從
二
欲
界
一
修
二
背
舍
・
勝

處
・
一
切
處
一
、
入
二
九
次
第
定
一
身
證
也
。
是
阿
那
含
有
二
二
種
一
。

一
、
住
果
。
但
是
阿
那
含
也
。
二
、
帶
果
行
向
。
卽
是
勝
進
阿
那

含
也
。
亦
是
羅
漢
向
攝
。
釋
論
云
、
那
含
有
二
十
一
種
一
。
五
種
正

是
阿
那
含
、
六
種
阿
羅
漢
向
攝
。
此
身
證
者
、
卽
是
勝
進
、
爲
二

羅
漢
向
攝
一
。
五
種
・
七
種
般
皆
有
二
上
流
般
一
。
八
種
般
但
有
二

現
般
・
無
色
般
一
也
。
文
（
（3
（

　

③
釋
籤
四
云
、
釋
論
二
十
二
釋
二
四
雙
八
輩
一
中
攝
二
二
十
七
一
。

但
云
三
那
含
有
二
十
一
種
一
、
五
種
正
是
阿
那
含
。
六
種
阿
羅
漢
向

攝
。
那
含
五
種
者
、
恐
是
現
般
一
、
中
般
三
、
謂
速
・
非
速
・
久

住
・
生
般
一
。
六
種
阿
羅
漢
向
者
、
謂
有
行
・
無
行
・
全
超
・
半

超
・
遍
沒
・
無
色
、
此對

レ

私之
更
加
二
初
果
向
・
初
果
、
二
果
向
・
二

果
、
三
果
向
・
三
果
一
爲
二
二
十
七
一
。
文
（
（3
（

　

④
私
記
四
末
云
證
眞
、
玄
是
阿
那
含
有
二
種
等
者
、

問
。
身
證
不
還
通
二
住
果
・
勝
進
一
不
。
若
不
レ
通
者
、
今
文
明
二

身
證
一
中
更
分
別
云
、
是
阿
那
含
有
二
二
種
一
。
若
云
レ
通
者
、
次

第
超
越
二
人
竝
證
レ
果
已
後
進
得
二
滅
定
一
、
但
是
勝
進
。
故
文

云
、
此
身
證
者
卽
是
勝
進
爲
二
羅
漢
向
攝
一
。

答
。
唯
是
勝
進
。
而
云
三
是
那
含
有
二
二
種
一
者
、
爲
レ
明
二
身
證
唯

是
勝
進
一
故
、
泛
論
レ
有
二
二
種
那
含
一
。
然
住
果
者
、
非
二
身
證
一
。

故
但
云
二
是
那
含
一
也
。
次
勝
進
者
、
卽
此
身
證
。
故
云
二
此
身
證

者
卽
是
勝
進
一
、
卽
引
二
大
論
一
爲
レ
證
也
。

問
。
超
證
那
含
但
得
二
滅
定
一
不
レ
起
二
勝
果
衟
一
者
。
豈
非
二
住
果
一
。
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答
。
證
二
那
含
一
已
、
更
練
二
八
禪
一
方
得
二
滅
定
一
故
勝
進
攝
。
若

得
レ
果
已
、更
不
二
進
修
一
名
二
住
果
一
故
。
々
大
論
云
二
羅
漢
向
攝
一
。

玄
釋
論
云
那
含
有
十
一
種
等
者
…
…
答
。
不
定
般
不
レ
過
二
前
說
中
一

云
々
。（

（3
（
　

　

證
眞
の
立
場
は
、
身
證
不
還
は
す
べ
て
勝
進
、
す
な
わ
ち
阿
羅
漢
向

に
含
ま
れ
、
住
果
を
認
め
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

『
法
華
玄
義
』
の
傍
線
部
の
記
述
は
、
身
證
不
還
に
つ
い
て
說
示
し
た

後
、
こ
の
身
證
が
勝
進
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
不
還

に
お
け
る
住
果
・
勝
進
の
二
位
を
擧
げ
、
身
證
は
勝
進
に
他
な
ら
な
い

こ
と
を
『
大
智
度
論
』
卷
五
四（

（3
（

の
文
で
論
證
し
た
と
會
釋
す
る
の
で
あ

る
。
宗
性
は
、
本
論
義
の
問
者
を
勤
め
る
に
あ
た
り
、
身
證
不
還
に
住

果
・
勝
進
の
二
義
あ
り
と
す
る
答
者
の
立
場
を
想
定
し
た
上
で
、
證
眞

說
、
す
な
わ
ち
身
證
不
還
を
阿
羅
漢
向
の
攝
と
し
、
一
向
に
勝
進
と
解

す
る
見
解
を
、
論
難
の
指
針
の
一
つ
と
し
た
と
見
て
よ
い
。
建
長
年
閒

に
、
宗
性
が
智
圓
を
介
し
て
證
眞
の
敎
說
に
觸
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に

明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る（

（3
（

。
こ
こ
で
も
、
三
講
を
は
じ
め
四
箇
大

寺
の
學
僧
が
參
仕
す
る
格
式
の
高
い
法
會
で
行
わ
れ
た
論
義
と
、
ほ
ぼ

同
時
代
の
日
本
天
台
に
お
け
る
敎
學
硏
鑽
と
の
關
連
を
看
取
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
宗
性
は
『
用
意
抄
』
に
お
い
て
、『
阿
毘
逹
磨
大
毘
婆
沙
論
』

の
要
文
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
住
果
・
勝
進
の
二
義
を
容
認
す
る
立
場

に
も
關
心
を
寄
せ
て
い
る（

（4
（

。
こ
れ
ら
は
、身
證
不
還
の
者
が
「
不
レ
久
」

に
無
漏
無
色
定
を
成
就
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
閒
に
轉
根
、
或

い
は
練
根
が
あ
り
う
る
こ
と
を
根
據
に
、
住
果
の
義
を
認
め
る
立
場
の

證
文
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
最
後
に
引
用
さ
れ
た
卷
六
七
の
次

の
記
述
は
宗
性
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
。

婆
沙
論
六
十
七
云
、
頗
有
二
身
證
者
不
一レ
成
二

–

就
無
漏
無
色
定
一
耶
。

答
。
有
。
謂
、
身
證
信
勝
解
轉
根
作
二
見
至
一
時
。
文
（
（4
（

　

　

す
な
わ
ち
、
身
證
不
還
の
者
に
も
根
の
利
鈍
が
あ
り
、
鈍
根
で
あ
る

信
勝
解
が
轉
根
し
て
見
至
と
な
る
場
合
、
そ
の
閒
は
無
漏
無
色
定
を
成

就
し
な
い
と
す
る
說
示
で
あ
る
。
宗
性
は
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）

成
立
の
『
倶
舍
論
本
義
抄
』
卷
四
七
に
お
い
て
、「
問
。
不
還
果
圣
者

中
、
於
二
六
十
五
等
至
一
極
多
成
二

–

就
四
十
八
等
至
一
類
可
レ
有
耶
。」
と

い
う
問
に
つ
い
て
、
肯
定
す
る
立
場
か
ら
の
問
答
を
行
っ
て
い
る（

（4
（

。

本
問
と
共
通
す
る
立
脚
點
は
、「
雖
二
不
還
果
攝
一
、
本
是
阿
羅
漢
向
圣

者
。
修
二
練
根
一
得
二
勝
種
姓
果
衟
一
、
未
レ
起
二
勝
果
衟
一
之
前
、
暫
時
住
二

不
還
果
衟
一
許
也
。」（

（4
（

と
あ
る
よ
う
に
、
身
證
不
還
は
本
來
阿
羅
漢
向

の
圣
者
で
あ
る
が
、
阿
羅
漢
向
に
進
む
前
、
暫
時
で
も
不
還
果
に
住
す

る
こ
と
を
容
認
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
證
文
と
し
て
『
用
意
抄
』

に
引
用
し
て
い
た
記
述
を
含
む
要
文
を
擧
げ
る
と
共
に
、
特
に
右
の
卷
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六
七
の
文
を
引
用
し
た
後
、「
私
云
、
身
證
不
還
果
圣
者
修
二
練
根
一
云

事
、
此
文
分
明
也
。」（

（4
（

と
述
べ
て
い
る
。
本
文
が
、
身
證
不
還
の
圣
者

が
練
根
の
た
め
暫
時
で
も
不
還
果
に
住
す
る
こ
と
を
分
明
に
示
す
と
い

う
の
で
あ
り
、
宗
性
は
、
夙
に
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
の
仙
洞
最
勝

講
に
向
け
た
『
用
意
抄
』
に
お
い
て
、
後
の
『
倶
舍
論
本
義
抄
』
と
同

樣
の
硏
鑽
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
２
）─
２　
『
玄
義
覺
要
鈔
』
と
『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』

　

第
二
問
も
、『
玄
義
覺
要
鈔
』
第
四
に
、
出
題
例
と
し
て
記
錄
さ
れ

て
い
る
。
問
答
の
全
文
を
擧
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

建
長
八
（
一
二
五
六
）　

法
八　

雲
經
權
大
ヽ
ヽ
山　

通
忠
東
二（

（4
（

建
長
四
（
一
二
五
二
）　

院　

智
圓
法
印
山
四　

宗
性
法
印
東
五

寬
元
三
（
一
二
四
五
）　

社
頭　

最
尊
權
少
ヽ
　ヽ

經
承
權
少
ヽ
ヽ
問

問
。
身
證
不
還
通
二
住
果
・
勝
進
一
耶
。

兩
方
。
若
云
レ
通
者
、
斷
二
八
地
惑
一
得
二
滅
盡
定
一
、
名
二
之
身
證
一
。

豈
非
二
勝
進
一
耶
。
若
屬
二
勝
進
一
者
、
玄
文
尺
二
身
證
不
還
一
、
是

阿
那
含
有
二
二
種
一
。
一
、
住
果
。
但
是
阿
那
含
也
。
二
、
帶
果

行
向
。
卽
是
勝
進
阿
那
含
也
。
文　

於
二
身
證
一
有
二
住
果
・
勝
進
一

聞タ
リ。

答
。
一
云
、
限
二
勝
進
那
含
一
也
。
今
尺ハ

在
二
身
證
中ニ
一
惣
辨
二
二
類ノ

那
含ヲ
一
。
其
中ニ

出
二
身
證
一
是
勝
進
云
也
。
次
引
二
尺
論
十
一
種
一

竟
、
此
身
證
者
卽
是
勝
進
云
也
。

一
云
、
次
第
證ノ

身
證
那
含ハ

定
是
勝
進
。
若
超
越
證ノ

身
證
通
二
住
果
一
。

先
斷
二
下
八
地
惑
一
、
後
至
二
第
十
六
心ニ
一
、
得
二
那
含
果
一
已テ

未
レ
起
二

勝
果
衟
一
、
前
起
二
不
同
分
心
一
得
二
滅
盡
定
一
。
此
身
證
不
還ハ

是
可
二

住
果
那
含
一
也
。
又
約
二
練
根
一
可
レ
有
二
住
果
身
證
一
。
謂
、
信
解

身
證
練
根
爲
二
見
至
一
之
時
、
舍
二
前
得ノ

勝
果
衟
一
、
而
攝
得
不
舍

果故

不
レ
舍
二
滅
定ヲ

ハ一
但
住
果ノ

身
證ト

被
レ
云
也
。
婆
娑
有
レ
證
（
（4
（

　

　

本
問
に
は
、
法
勝
寺
御
八
講
・
仙
洞
最
勝
講
の
他
、「
社
頭
」
す
な

わ
ち
日
吉
神
社
の
社
頭
で
行
わ
れ
て
い
た
論
義（

（4
（

の
出
題
例
が
傍
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
第
一
問
同
樣
、
本
論
題
が
宗
內
外
で
出
題
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
覺
要
鈔
』
は
、
こ
こ
で
は
證
眞
說
と
異

な
り
、
勝
進
の
み
な
ら
ず
住
果
の
義
を
も
容
認
す
る
立
場
を
寀
る
。
そ

の
論
據
の
一
つ
は
身
證
不
還
の
練
根
で
あ
り
、
文
末
の
註
記
に
よ
れ
ば

『
阿
毘
逹
磨
大
毘
婆
沙
論
』
關
連
の
文
獻
に
證
文
を
求
め
て
い
る
。
そ

の
記
述
は
『
用
意
抄
』
乁
び
『
倶
舍
論
本
義
抄
』
所
引
の
卷
六
七
の
文

と
同
旨
で
あ
る
。
影
響
關
係
は
未
詳
で
あ
る
が
、
證
眞
が
檢
討
す
る
こ

と
の
な
か
っ
た
立
論
が
、
東
大
寺
と
延
曆
寺
の
學
僧
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
は
必
ず
し
も
同
一
の
も
の
で
は
な
い

と
し
て
も
、
身
證
不
還
の
位
置
付
け
に
閒
す
る
解
釋
に
つ
い
て
─
と
り
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わ
け
天
台
宗
に
お
け
る
─
時
代
的
な
展
開
を
看
取
し
う
る
。
ま
た
、
南

都
北
嶺
に
お
け
る
論
題
、
ひ
い
て
は
敎
理
硏
究
の
共
有
の
一
態
樣
と
見

る
こ
と
も
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
論
題
は
、『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
卷
四
下
で
も
次
の

よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

問
。
玄
文ニ

付
レ
釋
二
身
證
不
還ノ

行ヲ

判ル
一
、
爾
者
、
身
證
不
還ハ

住
果
勝

進ニ

亙ト

可
レ
云
耶
。

答
。
異
義
一ニ

非ス

。
且
存
二
一
義
一
、
限
二
勝
進ニ
一
歟
。

兩
方
。
若
亙
二
住
果
勝
進ニ
一
云ハ

ハ、
身
證
不
還ト

者
、
下
八
地ノ

惑ヲ

斷シ
テ

名
得
二
滅
盡
定ヲ
一
。
知
、
限
二
勝
進
那
含ニ
一
云
事
。
爰
以
、
倶
舍
等ノ

意ハ

、
只
勝
進ノ

那
含ニ

シ
テ

非
二
住
果ニ
一
見リ

。
若
依
レ
之
爾ト

云ハ
ハ、

見
二
玄
文ヲ
一

釋
二
身
證
不
還ヲ
一
畢テ

、
是
阿
那
含
二
種
。
一
住
果
、
二
勝
進
。
文　

此
釋ハ

亙ト
二
住
果
勝
進ニ
一
見リ

、
如
何
。

答
。
可
レ
限
二
勝
進ニ
一
歟
。
但
至
二
玄
文ニ
一
者
、
今ハ

釋シ
テ二

身
證
不
還ヲ
一
那

含ニ

有
二
二
種
一
。
一ニ

ハ

住
果
。
是
非
二
身
證
一
。
二
勝
進
。
是
卽
今ノ

身

證
不
還
也ト

。
如
レ
此
爲ニ
二

別ン
カ一

出
二
二
種ヲ
一
、
意ハ

取テ
二
勝
進
阿
那
含ヲ
一
、

身
證ノ

不
還ト

云ヒ

定メ
ン

タ
メ
也
。
仍
亙ト

ハ二
住
果ニ
一
不
レ
可
レ
得
。

一
義
云
、
可
レ
亙
二
住
果
一
也
。
於
二
凡
地ニ
一
斷
二
下
八
地ノ

煩
惱ヲ
一
、

入リ
テ

二
見
衟ニ
一
十
六
心
成
滿シ

テ

證
二
不
還
果ヲ
一
得
二
滅
定ヲ
一
。
前ノ

果
斷ノ

三

空
已
下ノ

惑ノ

上
無
漏
勝
進ノ

衟ヲ

不
レ
起
閒ハ

、
故
未
起
勝
衟
、
名
住
果
非

向ト

云テ

、
只
稱シ

テ二
住
果ト
一
不
レ
名
二
羅
漢
向ト
一
故ニ

、
身
證ノ

義ハ

亙ト
二
住
果ニ
一

被ル
ル

レ
得
レ
心
也
。

師
云
、
此
義
弘
決
六ニ

、
卽
是
已
斷
二
下
八
地
思
一
、
至
二
十
六
心
一

應
レ
名
二
阿
羅
漢
向
一
。
但
名
二
那
含
一
者
、
凡
地
時
用
二
有
漏
智
一
、

智
力
弱
故
但
名
二
那
含
一
。
文　

此
定ニ

可
レ
得
レ
心
也
。
身
證ノ

不
還ノ

者モ

、
無
漏
智
斷ノ

者ハ

勝
進ノ

阿
那
含ト

云ヒ

、
有
漏
智
斷ノ

者ヲ
ハ

智
力
弱カ

故ニ

住

果ト

云テ

不
レ
爲
二
勝
進ト

ハ一
釋
也
。
檀
那
御
義
此
趣
也
。（

（4
（

　

答
の
立
場
は
、
異
義
あ
り
と
し
な
が
ら
も
、
身
證
不
還
は
勝
進
に
限

る
と
す
る
點
で
證
眞
說
と
同
旨
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
「
一
義
云
」

と
し
、
住
果
の
義
を
肯
定
す
る
仕
方
は
、『
覺
要
鈔
』
と
全
く
同
一
で

あ
る
。
さ
ら
に
、「
師
云
」
と
し
て
、
住
果
を
肯
定
す
る
義
を
補
强
す

る
見
解
を
示
し
、
こ
れ
を
「
檀
那
御
義
」
と
し
て
い
る
。
覺
運
に
始
ま

る
檀
那
流
に
こ
う
し
た
傳
承
が
あ
っ
た
の
か
、
權
威
付
け
を
目
的
と
す

る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
宗
性
や
承
詮
の
著
作
に
見
出
さ
れ
る
解

釋
を
繼
承
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
檢
討
よ
り
、
第
二
問
で
は
、
宗
性
が
『
用
意
抄
』
で
、
論
義

實
踐
の
指
針
と
し
て
證
眞
說
を
參
照
し
て
い
た
こ
と
、
乁
び
阿
毘
逹
磨

の
學
者
と
し
て
の
見
識
を
用
い
て
身
證
不
還
に
住
果
を
肯
定
す
る
解
釋

を
模
索
し
、『
法
華
玄
義
』
の
說
示
を
會
釋
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

に
ま
ず
註
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
探
求
は
天
台
敎
學
に
關
す

所
歟
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る
論
義
の
準
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、『
倶
舍
論
本
義
抄
』
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
東
大
寺
內
に
お
け
る
阿
毘
逹
磨
の
論
義
に
活
用
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
宗
性
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
承
詮
も
「
婆
娑
」
を
證
と
す
る
同
樣

の
解
釋
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
實
は
、
三
講
の
論
義
と
四
箇

大
寺
に
お
け
る
敎
學
硏
鑽
と
の
關
連
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
南
都
北
嶺

に
お
け
る
敎
理
硏
鑽
が
重
な
り
合
い
、
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

實
例
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
果
實
と
も
い
う
べ
き
本
論
題
の
議
論

が
、
鎌
倉
末
期
成
立
と
さ
れ
る
『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
へ
と
繼
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
玄
義
覺
要
鈔
』
が
三

講
の
出
題
例
に
强
い
關
心
を
抱
い
て
い
る
の
に
對
し
、『
法
華
玄
義
伊

賀
抄
』
に
は
そ
の
よ
う
な
姿
勢
は
希
薄
で
あ
り
、
天
台
宗
內
の
傳
承
や

諸
說
の
列
擧
に
意
を
用
い
て
い
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。
そ
こ
で
以
下

で
は
、『
玄
義
覺
要
鈔
』
と
『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
と
の
同
異
に
留
意

し
つ
つ
檢
討
を
重
ね
る
こ
と
に
す
る
。

２　
「
唐
決
」
と
『
玄
義
覺
要
鈔
』
乁
び
『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』

　

保
延
六
年
（
一
一
四
〇
）
法
勝
寺
御
八
講
第
三
日
の
朝
座
は
、
講
師

仲
胤
（
延
曆
寺
）
と
問
者
敎
覺
（
興
福
寺
）
の
組
合
せ
で
あ
り
、『
法
勝

寺
御
八
講
問
答
記
』
第
一
に
よ
れ
ば
、
第
二
問
は
次
の
問
答
で
あ
る
。

問
。
見
思
煩
惱
者
、
眞
諦
所
治
歟
。

進
云
、
俗
諦
所
治
。
付
レ
之
、
見
思
者
眞
諦
所
治
、
塵
沙
者
假
諦
、

無
明
云
者
中
衟
之
性
相
也
、
如
何
。（

（4
（

　
『
法
華
玄
義
』
卷
四
上
に
行
妙
が
說
示
さ
れ
る
。
別
五
行
（
別
敎
の
五

行
）
中
、
定
圣
行
に
よ
っ
て
初
歡
喜
地
に
入
る
際
、
二
十
五
有
を
破
す

る
二
十
五
三
昧
を
具
足
す
る
。
四
天
王
有
を
破
す
る
不
動
三
昧
を
說
く

箇
所
に
「
四
天
王
有
用
二
不
動
三
昧
一
破
者
、
此
天
守
二

–

護
國
土
一
游
二

–

行
世

界
一
。
則
有
二
果
報
動
・
見
思
・
塵
沙
・
無
明
等
動
一
。
菩
薩
修
二
諸
行
一
、

破
二
諸
動
一
、
成
二
三
昧
一
。
誓
願
熏
、
⺇
緣
感
、
以
二
本
慈
悲
一
令
三
他
破
二

四
動
一
、
成
二
三
不
動
一
。
是
故
名
二
不
動
三
昧
一
。
委
悉
如
二
上
說
一
。」（

（5
（

と

あ
る
。
不
動
三
昧
が
破
す
る
對
𧰼
と
し
て
果
報
・
見
思
・
塵
沙
・
無

明
の
四
動
を
擧
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
湛
然
は
『
法
華
玄
義
釋
籤
』

卷
九
で
「
破
二
四
動
一
者
、
謂
、
果
報
乁
三
惑
。
成
二
三
不
動
一
者
、
動

則
レ
業
、
諦
但
有
レ
三
。
業
乁
見
思
同
入
二
俗
諦
所
破
一
故
也
。
諸
有

皆
是
。」（

（5
（

と
す
る
。
普
通
に
讀
む
と
見
思
惑
が
俗
諦
三
昧
の
所
破
と

述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も
見
思
惑
は
空
觀
、
こ
こ
で

は
眞
諦
三
昧
の
所
破
と
な
る
の
が
天
台
敎
學
の
綱
格
で
あ
る
。
そ
こ

で
進
の
難
の
よ
う
に
、
湛
然
の
釋
の
妥
當
性
を
問
う
こ
と
に
な
る
。

　

敎
學
史
上
で
は
、
源
信
（
九
四
二
～
一
〇
一
七
）
が
こ
の
疑
問
を
中
國
に

送
り
、
知
禮
（
九
六
〇
～
一
〇
二
八
）
が
『
答
日
本
國
師
二
十
七
問
』
第
十

九
問
に
お
い
て
、「
答
。
此
中
乃
以
三
業
乁
見
思
同
入
二
生
死
俗
諦
一
、
正
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問
。
三
諦
三
昧
中
以
二
何
三
昧
一
破
二
見
思
一
耶
。

答
。
眞
諦
破
二
見
思
一
也
。

進
云
、
竹
云
、
業
乁
見
思
同
入
二
俗
諦
所
破
一
故
也
。
付
レ
之
、
見

思ハ

空
觀
所
破
。
不
レ
可
レ
云
二
俗
諦
三
昧ト
一
。
是
以
、
上
下ノ

文
皆
以
二

眞
諦
一
破
二
見
思
一
者
耶
。

答
。
唐
決
意
云
、
會
云
下
俗
諦
者
非
二
能
破
三
昧ニ

ハ一
。
俗
諦
卽
所
破
上

也
。
以
二
業
乁
見
思ヲ
一
入
二
生
死
俗
諦
一
破
レ
之
也
。
又
甫
註
云
、
觀
二

此
文
一
恐
誤
。
應
レ
云
二
業
乁
塵
沙ト
一
也
云
々
。（

（5
（

　

法
勝
寺
御
八
講
と
最
勝
講
の
出
題
例
が
傍
記
さ
れ
て
い
る
。
寬
治
元

年
の
例
は
法
會
の
名
稱
の
記
載
が
な
い
。
ち
な
み
に
、
寬
治
七
年
（
一

〇
九
三
）
最
勝
講
の
出
題
が
「
唐
決
」
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
だ
と
し

た
ら
、
一
〇
〇
三
年
頃
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
『
答
日
本
國
師
二
十
七

問
』
の
內
容
が
、
早
く
も
南
都
北
嶺
で
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

り
、
興
味
深
い
。
し
か
し
現
時
點
で
は
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら

な
い
。

　
『
玄
義
覺
要
鈔
』
は
、
知
禮
と
從
義
の
說
を
竝
記
す
る
に
と
ど
ま
る

が
、
見
思
惑
の
所
破
を
眞
諦
三
昧
と
す
る
結
論
か
ら
は
、
從
義
の
說
を

寀
る
よ
う
に
見
え
る
。
承
詮
が
座
右
に
置
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
證
眞

『
法
華
玄
義
私
記
』
は
、
卷
四
本
で
同
じ
く
兩
者
の
說
を
竝
記
し
た
上

で
知
禮
說
を
否
定
し
、
從
義
說
を
寀
用
し
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
示
せ

爲
二
眞
諦
所
破
一
、
成
二
於
眞
諦
三
昧
一
矣
。
余
文
以
三
業
同
二
塵
沙
一
破
則

成
二
俗
諦
三
昧
一
者
、
各
有
二
所
以
一
。
何
者
、
如
下
前
無
垢
等
諸
文
中
乃

以
二
散
善
一
破
中
於
惡
業
上
、
散
善
則
成
二
假
觀
一
也
。
此
中
以
二
定
善
一
破
二

於
散
善
一
則
成
二
空
觀
一
也
。
故
云
下
背
舍
伏
二
見
思
一
等
上
。
記
主
窮
レ
幽
故

有
二
斯
對
一
。」（

（5
（

と
答
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
俗
諦
を
能
破
で
は
な
く
眞
諦

三
昧
の
所
破
と
す
る
解
釋
を
示
し
、
湛
然
說
を
會
釋
し
よ
う
と
す
る
。

こ
れ
を
批
判
す
る
の
が
從
義
（
一
〇
四
二
～
一
〇
九
一
）
で
あ
り
、『
天
台

三
大
部
補
註
』
卷
二
で
「
以
二
余
意
一
觀
二
此
文
一
、
恐
誤
。
應
レ
云
下
業
乁

塵
沙
同
入
二
俗
諦
所
破
一
故
上
也
。
則
二
十
五
三
昧
無
レ
不
二
皆
然
一
。
故
下

句
云
二
諸
有
皆
爾
一
」（

（5
（

と
い
う
。
二
十
五
三
昧
に
お
い
て
俗
諦
三
昧
の
所

破
は
見
思
で
は
な
く
塵
沙
で
あ
る
た
め
、『
法
華
玄
義
釋
籤
』
の
記
述

は
恐
ら
く
誤
り
で
あ
り
、
見
思
を
塵
沙
に
改
め
る
べ
き
だ
と
述
べ
、
知

禮
の
解
釋
を
否
定
す
る
。

　

右
の
『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
』
の
記
述
は

で
、『
答
日
本
國

師
二
十
七
問
』
と
の
關
係
に
言
乁
し
て
い
な
い
が
、
承
詮
は
、「
唐
決
」

に
關
連
す
る
出
題
例
と
し
て
『
玄
義
覺
要
鈔
』
第
四
に
記
錄
し
て
い

る
。
問
答
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

保
延
六
（
一
一
四
〇
）
法
八　

仲
胤
已
─
山　

敎
憲

（
覺
カ
）興

寬
治
七
（
一
〇
九
三
）
最　

明
胤
已
─
山　

定
圓
興

寬
治
元
（
一
〇
八
七
）　

澄
觀
權
大
ヽ
ヽ
寺
■　

勝
超
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の
所
破
と
解
す
べ
き
と
す
る
從
義
說
を
寀
用
す
る
の
で
あ
る（

（5
（

。『
玄
義

覺
要
鈔
』
の
記
述
は

で
あ
る
が
、
結
論
が
『
法
華
玄
義
私
記
』
と

同
一
で
あ
り
、
知
禮
と
從
義
の
說
を
竝
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ

で
も
證
眞
說
を
承
け
て
い
る
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
卷
四
下
の
記
述
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

籤
云
、
業
乁
見
思
同
入
二
俗
諦
所
破
一
故
也
事

問
。
見
思
但
限
二
眞
諦
所
破
一
歟
。

答
。
可
レ
然
。

進
云
、
如
レ
題
。　

付
レ
之
、
空
假
中
能
治
所
治
相
分ヲ

更ニ

無
二
混
亂コ

ト一
。

爰
以
、
見
思ハ

是
眞
諦ノ

所
破ト

云ル

事
、
大
乘ノ

常
途ノ

說
也
。
依
レ
之
、
玄

文ニ
ハ

破
二
見
思
一
眞
諦
三
昧
成
。
文　

然ヲ

何ソ

今
俗
諦ノ

所
破
釋ル

耶
、
如
何
。

答
。
自
レ
本
可
レ
爲
二
眞
諦
所
破
一
。
但
至
レ
釋
者
、
先
德
難
義ト

シ
テ

求
二

決
於
異
朝ニ
一
タ
マ
ヘ
リ
。
智

（
知
カ
）禮　

唐
土
人
師
明ニ
レ
之
、
塵
沙ト

可
レ
云

會
釋セ

リ。
恐ハ

見
思ノ

文ノ

誤
歟
。

義
云
、
或ハ

業ヲ

爲
二
眞
諦ノ

所
破
一
、
或ハ

爲
二
俗
諦ノ

所
破ト
一
意
有
レ
之
。
故ニ

業ヲ

同シ
テ二
塵
沙ニ
一
顯セ

ル二
俗
諦ノ

所
破ナ

ル

事ヲ
一
歟
。

義
云
、
影
略
互
顯ル

歟
。
業ハ

俗
諦ノ

所
破
、
見
思ハ

眞
諦ノ

所
破ト

可
レ
云
。

眞
諦ノ

所
破ト

云ル

文
言
略
歟
。

難
云
、
此
義
面
白ケ

レ
ト
モ

同
入ト

云ル

同ノ

字
、
業
乁
見
思
皆
俗
諦ノ

所
破ト

云ト

ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

業
乁
見
思
同
入
俗
諦
所
破
者
、

此
中
不
レ
云
レ
業
。
但
云
二
果
報
一
。
而
亦
從
レ
因
以
レ
報
名
レ
業
也
。

慧
心
問
云
、
余
三
昧
幷
諸
處
皆
以
二
見
思
一
爲
二
眞
所
破
一
。
此
中

何
故
爲
二
俗
諦
所
破
一
耶
。
知
禮
決
云
、
此
中
乃
以
三
業
乁
見
思
同

入
二
生
死
俗
諦
一
、
正
爲
二
眞
諦
所
破
一
成
二
於
眞
諦
三
昧
一
也
云
云
。三

惑
皆
是
俗
諦
。
何
意
業
乁
見
思
獨
云
レ
入
レ
俗
。
又
補
註
云
、
同
入

二
俗
諦
所
破
一
者
、
日
本
國
有
レ
問
。
此
方
雖
レ
有
二
答
者
一
、
犹
未
レ

盡
レ
善
。
余
觀
二
此
文
一
恐
誤
。
應
レ
云
二
業
乁
塵
沙
一
也
。
則
二
十

五
三
昧
無
レ
不
二
皆
然
一
。
故
下
句
云
二
諸
有
皆
爾
一
云
云
。
私
云
、

此
義
好
矣
。

問
。
下
文
云
三
卽
空
故
破
二
業
見
思
一
。
今
何
云
三
業
爲
二
假
觀
破
一

耶
。

答
。
業
義
不
定
。
若
據
二
見
思
所
發
之
邊
一
卽
空
所
破
。
若
據
二
業

卽
解
脫
之
邊
一
亦
屬
レ
假
也
。（

（5
（

　

す
な
わ
ち
、
業
と
見
思
惑
を
俗
諦
の
所
破
で
は
な
く
「
生
死
俗
諦
」（

（5
（

と
し
て
、
眞
諦
三
昧
の
所
破
と
會
釋
す
る
知
禮
の
說
に
對
し
て
は
、
そ

の
解
釋
に
よ
れ
ば
三
惑
全
て
が
生
死
俗
諦
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
殊
更
に
見
思
乁
び
業
の
み
を
俗
諦
に
含
め
る
の
は
不
合
理
と
批
判

す
る
。
そ
し
て
見
思
を
塵
沙
の
誤
記
と
し
、
業
と
塵
沙
惑
を
俗
諦
三
昧
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の
異
說
を
收
載
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
り
、
本
論
題
が
樣
々
に
硏
究
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る（

（6
（

。
こ
の
相
違
は
前
節
と
同
樣
で
あ
る
。
撰
述

の
目
的
が
異
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
時
代
的
な
相

違
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
る
。

３　

通
敎
佛
の
成
衟
に
つ
い
て
─
三
乘
共
見
の
肯
否
─

　

天
台
敎
學
の
基
本
說
で
は
、
通
敎
の
佛
は
天
衣
を
座
と
し
て
成
佛
す

る
。
例
え
ば
『
摩
訶
止
觀
』
卷
九
下
に
は
、「
大
品
云
、
若
能
深
觀
二
十

二
因
緣
一
、
卽
是
坐
衟
場
。
衟
場
有
レ
四
。
若
觀
二
十
二
因
緣
生
滅
一
究

竟
、
卽
三
藏
佛
坐
衟
場
、
木
樹
草
座
。
若
觀
二
十
二
因
緣
卽
空
一
究
竟
、

通
敎
佛
坐
衟
場
、
七
寶
樹
天
衣
座
。
…
…
」（

（6
（

と
あ
る
。『
法
華
玄
義
』

卷
七
上
で
は
、
本
門
の
十
妙
の
う
ち
、
本
果
妙
を
說
示
す
る
箇
所
で
通

敎
佛
の
座
を
「
或
言
、
衟
樹
天
衣
爲
レ
座
。」（

（6
（

と
す
る
。
湛
然
が
『
法

華
玄
義
釋
籤
』
卷
一
五
に
お
い
て
、
通
敎
佛
の
座
に
つ
き
、「
大
論
三

十
八
云
、
聲
聞
經
說
レ
敷
二
草
座
一
。
衍
經
中
說
、
或
見
レ
敷
二
草
座
樹
下
一
。

或
見
レ
敷
二
天
綩
綖
一
。
六
天
天
衣
不
同
、
隨
二
福
所
感
一
。
或
見
二
無
量

由
句
寶
座
一
。」（

（6
（

と
釋
す
る
た
め
、
例
え
ば
、
通
敎
佛
が
天
衣
の
他
に

草
を
座
と
す
る
こ
と
が
あ
る
か
、
通
敎
の
三
乘
が
共
に
天
衣
を
座
と
す

る
成
衟
を
見
る
の
か
、
等
が
解
釋
上
の
問
題
と
な
り
う
る
。
中
世
で
は

樣
々
な
硏
鑽
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
宗
內
外
の
論
義
に
お
い
て
も
盛

聞リ

、
如
何
。

義
云
、
俗
諦ノ

言ハ

隨
レ
時ニ

廢
立
不
同
也
。
以
二
三
諦
一
眞
俗
二
諦ニ

廢
立ル

時
、
空
假ヲ

爲シ
二
一
諦ト
一
、
中
衟ヲ

爲
二
眞
諦ト
一
。
七
重
二
諦ノ

中ノ

復
（
複
カ
）俗

單

眞
二
諦
是
也
。
故ニ

今
所
レ
云
俗
諦ニ

合ス
ト二

空
假ヲ
一
可
レ
得
レ
心
。

玉
云
、
唐
決
答
云
、
俗
所
破
者
、
非
二
三
諦
中
俗ニ

ハ一
。
入テ
二
生
死
俗

諦
一
破
レ
之
云
也
云

云
。
智

（
知
カ
）禮

披
（
破
カ
）從

義
云
、
如
下
前
無
垢
等
諸
文
中

乃
以
二
散
善
一
破
中
於
惡
業
上
、
散
善
則
成
二
假
觀
一
也
。
此
中
以
二
定

善
一
破
二
於
散
善ヲ
一
、
則
成
二
空
觀
一
也
。
故
云
下
背
舍
伏
二
見
思
一
等
上
。

記
主
窮カ
レ
幽ニ

故
有
二
斯
殊対

イ
一
。（

（5
（

　

答
の
立
場
は
證
眞
同
樣
、
知
禮
の
決
答
と
從
義
の
批
判
を
擧
げ
、
後

者
を
寀
る
。
そ
の
後
諸
釋
を
列
擧
し
、
論
難
を
重
ね
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
『
法
華
玄
義
釋
籤
』
の
記
述
を
會
釋
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら

の
難
で
あ
る（

（5
（

。

　
『
玄
義
覺
要
鈔
』
と
『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
を
比
較
す
る
と
、
こ
の

論
題
に
つ
き
『
答
日
本
國
師
二
十
七
問
』
以
來
の
論
點
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
た
上
で
、
證
眞
說
に
則
っ
て
解
答
を
構
筑
す
る
點
は
共
通
す

る
。
相
違
點
は
、『
玄
義
覺
要
鈔
』
が
三
講
の
出
題
例
、
そ
れ
も
一
一

世
紀
の
最
勝
講
と
い
う
古
い
例
ま
で
收
集
す
る
と
い
う
强
い
關
心
を
示

し
て
い
る
に
對
し
、『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
に
は
そ
う
し
た
姿
勢
が
全

く
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
宗
內
の
も
の
と
思
わ
れ
る
複
數
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云
、
聲
聞
經ニ

ハ

說
、
或
見
レ
敷
二
草
座ヲ

樹
下ニ
一
、
或
見ト
レ
敷
二
天
綩
綖ヲ
一
。

六
天
々
衣
不
同
隨
二
福
所
感
一
。
文
（
（6
（

　

　

傍
註
に
は
六
つ
の
出
題
例
が
記
さ
れ
る
。
仙
洞
最
勝
講
・
法
勝
寺
御

八
講
、
宗
內
の
論
義
で
は
前
唐
院
八
講
・
禮
拜
講
に
出
題
例
が
あ
る
。

「
院
御
參
籠
」
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。
宗
內
外
の
法
會
で
多
く
用
い

ら
れ
た
論
題
と
い
え
よ
う
。
通
敎
に
お
け
る
三
乘
の
行
者
が
、
共
に
天

衣
を
座
と
す
る
佛
の
成
衟
を
見
る
か
否
か
、
つ
ま
り
⺇
見
の
同
異
に
焦

點
を
當
て
た
問
答
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
答
者
は
、
天
衣
を
座
と
す
る
成

衟
は
通
敎
の
佛
果
で
あ
る
以
上
、
通
敎
の
三
乘
行
者
は
共
に
見
る
と
す

る
立
場
を
寀
る
。
波
線
部
『
法
華
玄
義
釋
籤
』
に
よ
る
『
大
智
度
論
』

卷
三
四
の
引
釋
は
、
草
座
が
小
乘
の
所
見
、
天
綩
綖
が
菩
薩
の
所
見
、

六
天
の
敷
く
天
衣
に
不
同
が
あ
る
の
は
諸
天
の
根
の
利
鈍
を
示
す
と
い

う
よ
う
に
、
⺇
根
の
利
鈍
に
所
見
の
不
同
が
あ
る
こ
と
を
說
示
す
る
も

の
と
會
釋
す
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
卷
七
上
の
問
答
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

尋
云
、
天
衣
爲
座
成
衟ハ

三
乘
共ニ

見
レ
之
歟
。
若
見
云ハ

ン、
二
乘
爭カ

見ン
レ

之
。
若
不ト
レ
見
云ハ

ン、
大
論
中ニ

天
衣
爲
座
云ト

シ
テ、
與
二
聲
聞
菩
薩
一
共

說
。
文　

既ニ

聲
聞ト

共
說ト

云フ

。
知ヌ

、
共ニ

見ト

云
事
。

答
。
正
舜
法
印
云
、
此ハ

西
塔ノ

五
時
講ニ

慶
詮カ
シ
タ
リ
シ
論
義
也
。
辨

祐
ハ
ナ
シ
タ
リ
シ
也
。
其
時
法樂

心

橋
先
逹ニ

被
レ
出
タ
リ
。

ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
る（

（6
（

。

　

と
こ
ろ
で
、『
玄
義
覺
要
鈔
』
と
『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
の
姿
勢
の

相
違
が
際
立
つ
例
と
し
て
、
通
敎
佛
の
成
衟
に
對
す
る
⺇
見
の
不
同
に

關
す
る
論
題
が
擧
げ
ら
れ
る
。『
玄
義
覺
要
鈔
』
第
七
の
問
答
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

弘
長
三
（
一
二
六
三
）
院　

經
海
法
印
答　

性
譽
法
印
問
題
許　

　

承
久
元
（
一
二
一
九
）
院
御
參
籠　

宗
─
權
少
ヽ
　ヽ

朝
晴
問　

建
久
三
（
一
一
九
二
）
法
八　

顯
忠
權
律
師
寺　

明
禪　
　
　
　

文
永
三
（
一
二
六
六
）
唐
八　

尊
理
答　

顯
祐

寬
元
四
（
一
二
四
六
）
禮　

玄
曉
答　

孝
覺
問

承
久
四
（
一
二
二
二
）
禮　

慶
懷　

堯
覺
問

 

問
。
通
敎
三
乘
共
感
二

–

見
天
衣
爲
レ
座
成
衟
一
歟
。

若
云
二
共
見
一
者
、
竹
引
二
大
論
一
云
、
或
見
レ
敷
二
草
座
樹
下
一
、
或

見
レ
敷
二
天
綩
綖
一
。
文　

二
乘ハ

見
二
草
座ヲ
一
、
菩
薩
見
二
天
衣
一
聞タ

リ。

是
以
、
勝
天
王
般
若ニ

ハ

高
行
菩
薩
見
二
天
衣
爲
一レ
座
見タ

リ。
若
云
レ
尓

者
、
既
是
當
敎ノ

々
主
。
云
何
レ
不
二
二
乘
所
見
一
耶
。
是
以
、
大

論
尺
天
衣
爲
レ
座
云
中

（
与
カ
）聲

聞
說
。

答
。
天
衣
爲
座ハ

通
佛
果
成
也
。
可
レ

二
三
乘
所
見ニ
一
。
大
論
正
共

般
若ノ

說
歟
。
但
尺
竹ノ

所
引ハ

、
或
見
二
草
座
一
者
、
是
明
二
小
乘
所
見
一
、

於
二
或
見
一レ
敷
二
天
綩
綖
一
菩
薩
所
見
不
同ヲ

、
六
天
々
衣
不
同ト

者
、

共
於
二
天
衣ニ
一
可
レ
有
二
利
鈍
不
同
見
一
聞タ

リ。
竹
云
、
大
論ノ

三
十
八
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敎
の
三
乘
を
、
藏
敎
か
ら
轉
入
し
た
も
の
と
、
直
入
に
分
別
し
、
後
者

の
み
天
衣
を
見
る
と
い
う
說
も
擧
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
私
云
」
と

し
て
、
三
乘
共
見
を
肯
定
す
る
立
場
か
ら
の
會
釋
を
記
し
て
い
る
。
た

だ
し
、『
大
智
度
論
』
の
說
示
に
つ
い
て
は
、
行
者
の
利
鈍
で
分
別
す

る
よ
う
に
も
讀
め
る
。
こ
の
問
答
に
お
い
て
も
、『
伊
賀
抄
』
は
宗
內

の
異
說
を
收
集
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
當
時
の
多
樣
な
硏
鑽
を
窺
知

し
う
る
が（

（6
（

、
註
目
す
べ
き
は
、
右
引
用
文
末
尾
の
、
明
禪
（
一
一
六
七

～
一
二
四
二
）
が
最
勝
講
で
こ
の
論
題
を
問
う
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
こ
の
記
載
は
法
勝
寺
御
八
講
の
誤
り
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。『
玄
義
覺
要
鈔
』
の
記
載
ど
お
り
、
建
久
三
年
（
一

一
九
二
）
の
法
勝
寺
御
八
講
、
第
二
日
夕
座
に
お
い
て
、
明
禪
が
講
師

顯
忠
（
園
城
寺
）
へ
の
問
者
と
な
っ
た
例
は
、『
法
勝
寺
御
八
講
問
答

記
』
第
七
に
、
次
の
よ
う
に
確
認
で
き
る
。

問
。
一
家
心
、
以
二
天
衣
爲
レ
座
之
成
衟
一
言
二
通
敎
果
成
相
一
。
尒

者
、
三
乘
倶
見
二
天
衣
爲
レ
座
之
成
衟
一
耶
。

答疑
二
兩
方
一
。
若
三
乘
同
見
云
者
、
天
衣
爲
レ
座
之
成
衟ハ

出
二
勝
天

王
般
若ニ
一
。
然ニ

彼
經ニ

高
行
菩
薩
見
二
天
衣
爲
レ
座
之
儀
式
一
。
文　

全

不
レ
云
二
三
乘
同
見ト

ハ一
也
。
若
依
レ
之
共
不
レ
見
云
者
、
通
敎ハ

三
乘
共

學
之
敎
。
同
坐
二
一
解
脫
之
床ニ
一
。
豈
共
不
レ
見
二
當
敎
之
果
成
相
一

義
云
、
大
論
或
見
レ
敷
二
天
綩
綖
一
。
隨
二
其
福
德
多
少
一
所
見
不

同
。
文

故
鈍
根
菩
薩
・
二
乘
不
レ
見
也
。
只
草
座ヲ

可
レ
見
也
云

云
。

サ
レ
ハ
其
時
講
師
泰
圓
也
。
二
乘
・
鈍
根ノ

菩
薩ハ

不
レ
可
レ
見
答タ

リ。
吉

答タ
ル

也
。
大
論ニ

與
二
聲
聞
・
菩
薩
一
共
說ト

云ハ

、
只
是
三
乘
共ノ

般
若ト

云

事
也
。
故ニ

通
敎ノ

共
般
若ノ

心ト

云
事

ニ
テ
コ
ソ

有レ

、
正ク

二
乘
所
見ト

云ニ
ハ

非ル

也
。

此
流
義
云
、
三
藏ヨ

リ

轉
入ル

三
乘ハ

、
或
時ハ

天
衣ト

見
、
有
時ハ

草
座ヲ

見ル

也
。

直
入
通
敎ハ

共ニ

天
衣ト

見タ
ル

也
。

私
云
、
通
敎ハ

三
乘
共
學ノ

敎ル
カ

故ニ

三
乘
共ニ

可
レ
見
。
但
勝
天
王
般

若ニ

、
天
衣
爲
座ノ

佛ハ

非
二
天
子ノ

所
見ニ

ハ一
。
高
行
菩
薩ノ

所
見
也ト

云ヘ
ル
ヲ、

彼ノ

經
文ヲ

見ニ

、
八
萬
四
千ノ

天
子
各
敷ク
二
天
衣ヲ
一
、
每ニ
レ
衣
佛
座タ

マ
ヘ
リ。

而
天
子ハ

只
我
天
衣
計ニ

佛ハ

座タ
マ
フ
ト

見テ

、
余ノ

天
子ノ

衣ニ
ハ

不ト
二
座シ

給ハ
一
思

也
。
是ヲ

非ト
二
天
子
所
見ニ
一
云
也
。
サ
テ
高
行ノ

菩
薩ハ

天
衣
コ
ト
ニ

佛ハ

座
給フ

ト

見ル
カ

故ニ

、
高
行
菩
薩ノ

所
見ト

云
也
。
次ニ

大
論ニ

、
天
衣
爲

座ノ

佛ハ

非
生
死
人
所
見ト

云ヘ
ル
ヲ、

二
乘
鈍
人ト

別
入
通ノ

利
人ト

、
各ノ

丈
六ト

尊
特ト

ノ

二
身ヲ

見テ

、
通
敎ノ

敎
主
、
正キ

勝
應
、
天
衣
爲
座ノ

佛ヲ

不カ
レ
見

故ニ

爰
本ヲ

釋タ
マ
フ

也
。
明
禪
最
勝
講ニ

問
レ
之
。（

（6
（

　
『
伊
賀
抄
』
は
、
結
論
と
し
て
「
西
塔
五
時
講
」
に
お
け
る
講
師
泰

圓
の
說
を
寀
る
。
す
な
わ
ち
『
大
智
度
論
』
が
⺇
根
に
よ
る
所
見
の
不

同
を
說
示
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
鈍
根
菩
薩
と
二
乘
は
天
衣
を
座
と
す

る
佛
の
成
衟
を
見
な
い
と
解
す
る
。
そ
の
後
、「
義
云
」
と
し
て
、
通
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延
曆
寺
一
寺
の
僧
の
み
で
御
八
講
を
行
う
と
い
う
前
代
未
聞
の
狀
況
で

あ
っ
た（

（7
（

。
或
い
は
こ
の
こ
と
に
よ
る
何
ら
か
の
影
響
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
次
に
、『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
』
第
十
一
を
見
る
と
、

寬
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
第
二
日
朝
座
第
一
問
に
お
い
て
、
問
者
長
俊

（
園
城
寺
）
が
講
師
定
儼
（
興
福
寺
）
に
「
問
。
經
文　

〇　

非
主
獨
行

無
明
可
レ
有
下
與
二
貪
等
本
惑
一
相
應
之
義
上
乎
。
…
…
」
と
い
う
問
答
を

行
っ
て
い
る
。
末
尾
に
註
記
が
あ
り
、「
此
論
義
、
去
嘉
祿
三
年
最
勝

講
同
人
問
二
賢
信
律
師
一
。
首
尾
五
箇
年
之
閒
、
今
御
八
講
重
又
疑
二

–

問

之
一
。」（

（7
（

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
問
者
の
長
俊
が
、
こ
の
論
題
を
既
に
嘉
祿

三
年
（
一
二
二
七
）
の
最
勝
講
に
初
め
て
參
仕
し
た
際
に
、
第
四
日
の

第
一
問
で
賢
信
律
師
（
興
福
寺
）
に
發
問
し（

（7
（

、「
首
尾
五
箇
年
」
の
閒
に

再
び
法
勝
寺
御
八
講
で
問
う
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
寫
本
が
賢

信
本
人
の
所
持
し
て
い
た
本（

（7
（

で
あ
る
こ
と
も
、
か
か
る
記
載
が
な
さ
れ

た
一
因
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
特
記
す
べ
き
事
項
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
』
其
一
（
異
本
）
に

は
、
貞
應
三
年
（
一
二
二
四
）
第
四
日
夕
座
、
講
師
璋
圓
（
興
福
寺
）、

問
者
定
修
（
延
曆
寺
）
の
第
一
問
「
問
。
經
文　

○　

撲
揚
大
師
或
處

明
二
十
種
善
巧
一
。
尒
者
、
引
二
何
經
說
一
如
何
釋
レ
之
耶
。
…
…
」
と
の

問
答
が
あ
り
、
問
の
記
述
に
、
異
本
の
み
「
承
久
二
─
最
ヽ
ヽ
公
嚴
問

二
範
信
一
之
論
義
也
。
若
尒ハ

三
四
ケ
年
之
閒
、
又
致
二
此
疑
一
。
問
者
之

耶
。

答（
（6
（
　

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
存
の
記
錄
に
よ
る
限
り
、
明
禪
が
最
勝
講
で
こ

の
問
答
を
行
っ
た
記
錄
は
見
出
せ
な
い
。
宗
性
『
最
勝
講
聽
衆
記
』
に

よ
れ
ば
、
最
勝
講
で
明
禪
が
初
め
て
問
者
と
な
っ
た
の
は
文
治
五
年

（
一
一
八
九
）
で
あ
り
、
翌
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
に
も
問
者
と
し
て

參
仕
し
て
い
る（

（6
（

。『
最
勝
講
問
答
記
』
は
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
か
ら

の
記
錄
で
あ
る
た
め
、
右
の
二
年
の
ど
ち
ら
か
で
右
の
發
問
を
し
た
可

能
性
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
極
め
て
低
い
と
考
え
る
。
同
一
の
、

或
い
は
類
似
の
論
題
が
複
數
囘
出
題
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
が
、

同
一
人
物
が
三
講
に
お
い
て
近
い
年
次
に
同
一
の
論
題
を
用
い
る
と
い

う
例
は
、
管
見
の
限
り
僅
少
だ
か
ら
で
あ
る
。
數
少
な
い
例
外
を
見
る

と
、『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
』
第
五
に
は
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）

乁
び
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
法
勝
寺
御
八
講
で
、延
曆
寺
の
靜
嚴
が
、

そ
れ
ぞ
れ
講
師
衟
顯
（
園
城
寺
）
に
、「
問
。
經
文
付
レ
說
二
四
大
聲
聞
領

一
、尒
者
、
探
領
中
可
レ
領
二
久
遠
實
成
之
旨
一
乎
。
答　

…
…
」（

（7
（

、
講
師

智
海
（
延
曆
寺
）
に
「
問
。
經
文　

○　

然
者
四
大
聲
聞
探
領
々
解
領
二

迹
遠
實
成
一
耶
。
答　

…
…
」（

（7
（

と
、
二
年
連
續
で
同
じ
論
題
を
用
い
た

例
が
あ
る
。
し
か
し
、
治
承
四
年
は
、
園
城
寺
僧
は
公
請
停
止
、
興
福

寺
、
東
大
寺
も
平
氏
政
權
と
對
立
し
て
い
た
た
め
學
僧
が
參
仕
せ
ず
、
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確
で
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
事
由
と
し
て
は
、『
法
華

玄
義
伊
賀
抄
』
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
、
三
講
の

存
在
感
が
薄
れ
、
天
台
宗
の
學
僧
に
と
っ
て
は
、
三
講
へ
の
出
仕
の
意

義
が
失
わ
れ
て
い
た
事
實
が
あ
る
と
考
え
る
。
大
田
壯
一
郞
氏
に
よ
れ

ば
、
公
請
の
對
𧰼
と
な
る
論
義
會
は
十
四
世
紀
後
半
に
消
滅
し
た
。
最

勝
講
は
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）、
法
勝
寺
御
八
講
は
應
安
元
年
（
一
三

六
八
）
を
下
限
と
す
る
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
公
請
が
權
門
諸
寺
を

統
制
す
る
手
段
と
し
て
の
效
力
を
徐
々
に
失
い
、
む
し
ろ
出
仕
を
拒
絶

す
る
こ
と
で
寺
院
側
の
要
求
を
通
す
こ
と
が
多
く
な
り
、
十
三
世
紀
に

は
寺
院
側
の
意
向
で
最
勝
講
や
法
勝
寺
御
八
講
が
延
期
或
い
は
中
止
と

な
っ
た
事
例
が
頻
出
す
る
と
い
う（

（7
（

。
天
台
宗
の
學
僧
に
と
っ
て
三
講
出

仕
へ
の
動
⺇
付
け
が
薄
れ
て
ゆ
き
、
結
果
と
し
て
、
論
義
と
い
う
敎
學

硏
鑽
の
果
實
は
繼
承
さ
れ
た
も
の
の
、
三
講
の
出
題
例
の
記
錄
、
或
い

は
三
講
へ
の
言
乁
が
激
減
し
、
兩
者
は
中
世
後
期
に
お
け
る
敎
學
形
成

の
中
で
融
合
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
過
程
の
一
つ
を
、『
法

華
玄
義
私
記
』
と
『
玄
義
覺
要
鈔
』、
乁
び
『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
が

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四　

小
結

　

上
來
の
檢
討
を
ま
と
め
て
お
く
。
承
詮
の
『
玄
義
覺
要
鈔
』
は
、
證

越
度
歟
。」
と
い
う
傍
註
が
あ
る（

（7
（

。
こ
の
論
題
は
、
承
久
二
年
（
一
二

二
〇
）
の
最
勝
講
で
問
者
公
嚴
が
講
師
範
信
に
用
い
た
も
の
で
あ
り（

（7
（

、

「
三
四
ケ
年
之
閒
」
に
法
勝
寺
御
八
講
で
用
い
る
こ
と
は
、
た
と
え
別

の
問
者
で
あ
っ
て
も
「
越
度
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
三
講
に
お
い
て
は
、
數
年
の
閒
に
、
同
一
人
が
同
一
論
題
を
用
い

た
例
は
僅
か
二
例
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
た
と
え
別
人
で
あ
っ
て
も
、

出
題
後
、
數
年
中
に
同
一
論
題
を
用
い
る
こ
と
は
過
ち
で
あ
る
と
す
る

記
述
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
共
通
認
識
の
も
と
、
假
に
明
禪
が
初

度
（
一
一
八
九
）
或
い
は
二
度
目
（
一
一
九
〇
）
の
最
勝
講
で
發
問
し
た

論
題
を
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
の
法
勝
寺
御
八
講
で
も
問
う
た
と

し
た
ら
、や
は
り
註
意
を
引
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
問
答
記
』

に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
三
講
の
出
題
例
の
收
集
に
强
い
關

心
を
持
つ
承
詮
が
『
玄
義
覺
要
鈔
』
に
收
載
せ
ず
、
三
講
に
特
段
の
關

心
を
持
た
な
い
『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
が
記
錄
す
る
と
い
う
の
も
不
自

然
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、『
玄
義
覺
要
鈔
』
の
記
載
が
正

し
く
史
實
を
傳
え
て
い
る
と
解
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
檢
討
し
た
よ
う
に
、『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
の
特
徵
と
し

て
、
宗
內
に
お
け
る
論
義
の
問
答
の
樣
相
や
諸
師
の
見
解
が
多
く
記
錄

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。
そ
の
分
量
に
比
し
て
、
三
講
に
關

す
る
言
乁
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
言
乁
す
る
と
し
て
も
、
右
の
よ
う
に
正
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眞
の
『
法
華
玄
義
私
記
』
を
座
右
に
置
き
つ
つ
撰
述
さ
れ
た
論
義
集
で

あ
り
、
論
題
は
鎌
倉
末
期
成
立
の
『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
と
も
少
な
か

ら
ず
重
複
す
る
。
三
講
を
中
心
に
宗
內
外
の
論
義
に
お
け
る
出
題
例
が

多
く
記
載
さ
れ
る
。
論
題
の
中
に
は
宗
內
と
三
講
で
共
通
に
出
題
さ
れ

た
も
の
が
現
時
點
で
五
八
例
確
認
で
き
た
。
次
に
、
建
長
四
年
（
一
二

五
二
）
仙
洞
最
勝
講
初
日
朝
座
で
は
、『
法
華
玄
義
』
卷
四
上
の
記
述

を
起
點
と
す
る
二
問
の
論
義
が
行
わ
れ
た
。
問
者
宗
性
の
準
備
を
見
る

に
、
第
一
問
で
は
最
澄
と
德
一
の
論
爭
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
。
第
二

問
で
は
證
眞
の
說
を
立
論
の
參
考
と
し
、
東
大
寺
に
お
け
る
性
相
學
の

硏
鑽
と
も
關
連
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
二
問
と
も
日
本
天
台
の
敎
學
史

と
同
時
代
の
硏
鑽
を
反
映
す
る
の
で
あ
り
、
三
講
の
論
義
に
關
す
る
文

獻
資
料
が
、
天
台
敎
學
硏
究
、
ひ
い
て
は
中
世
前
期
の
四
箇
大
寺
に
お

け
る
敎
學
硏
究
の
資
料
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、『
玄
義
覺
要
鈔
』
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
二
問
が
天
台

宗
內
の
論
義
で
も
出
題
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
具
體
的
に
確
認
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
三
講
と
宗
內
の
敎
學
硏
鑽
が
深
く
關
連
す
る
と
い
う
認

識
の
裏
付
け
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
答
日
本
國
師
二
十
七
問
』

第
十
九
問
や
、
通
敎
佛
の
成
衟
を
め
ぐ
る
論
題
の
檢
討
を
通
じ
、『
法

華
玄
義
私
記
』
か
ら
『
玄
義
覺
要
鈔
』、さ
ら
に
『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』

へ
と
同
じ
論
點
が
繼
承
さ
れ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、『
伊
賀
抄
』
に
は
三
講
の
出
題
例
が
具
體
的
に
は
記
載

さ
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
取
り
も
直

さ
ず
、
南
北
朝
時
代
に
院
や
朝
廷
の
權
力
が
相
對
的
に
弱
體
化
し
、
三

講
が
途
絶
し
た
た
め
、
天
台
僧
の
動
⺇
付
け
が
失
わ
れ
た
か
ら
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
し
、
宗
內
の
敎
學
硏
鑽
や
論
義
實
踐
と
、
三
講
の
そ
れ
が

多
分
に
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
『
玄
義
覺
要
鈔
』
を

媒
介
と
し
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
兩
者
は
中
世
後
期
に
か
け
て

融
合
し
、
違
い
を
意
識
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
玄
義
覺
要
鈔
』
に
關
す
る
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
收
錄
さ
れ
た

個
々
の
出
題
例
の
背
景
に
關
す
る
調
査
が
擧
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
講

と
の
關
連
で
は
、
現
時
點
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
出
題
傾
向
を
槪
觀
し
た
に

留
ま
る
。
よ
り
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）　

拙
著
『
院
政
期
天
台
敎
學
の
硏
究
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
九
）
第
十

五
章
「
宗
性
筆
『
法
華
敎
主
抄
』
に
見
え
る
敎
主
論
」、
第
十
六
章
「
宗

性
筆
『
法
華
文
句
第
五
卷
抄
』
に
つ
い
て
」
參
照
。

（
２
）　

初
出
は
『
天
台
學
報
』
八
、
一
九
六
七
。
後
、
尾
上
『
日
本
天
台
史

の
硏
究
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
四
）
に
收
錄
。
尾
上
氏
は
、
本

論
文
で
も
言
乁
す
る
延
曆
寺
の
智
圓
（
一
二
〇
一
～
一
二
六
八
）
が
、

宗
性
と
同
じ
く
籘
原
宗
行
（
一
一
七
四
～
一
二
二
一
）
の
犹
子
で
あ
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義
伊
賀
抄
』
に
も
通
ず
る
の
で
あ
り
、
他
宗
の
敎
學
も
參
照
し
つ
つ
、

惠
心
流
を
中
心
に
廣
く
日
本
天
台
諸
流
の
敎
學
硏
鑚
を
收
集
す
る
內
容

と
な
っ
て
い
る
。

（
６
）　

叡
山
文
庫
眞
如
藏
に
も
、
卷
三
、
四
、
七
が
收
藏
さ
れ
て
い
る
。
正

敎
藏
本
と
同
系
統
の
寫
本
で
あ
り
、
宗
內
外
の
論
義
出
題
例
の
記
載
も

ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
は
確
認
し
た
。
精
査
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。

（
７
）　
『
玄
義
覺
要
鈔
』
第
三
の
奧
書
（
西
敎
寺
正
敎
藏
本
（
以
下
同
じ
）・

第
八
五
紙
～
八
六
紙
）
に
は
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

本
云

文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
正
月
晦
日
於
壬
生
宿
所
抄
之
畢　

承
─

詮　

五
十
三
歲

觀
應
元
年
（
一
三
五
〇
）
五
月
三
日
比
叡
山
東
塔
北
谷
八
部
尾
於

蓮
ケ
院
令
書
寫
畢　

守
經
歲十

八

時
應
永
二
十
五
年
戊戌
（
一
四
一
八
）
九
月
二
十
八
日
於
本
院
佛
母

谷
惠
光
院
綱
所
書
寫
畢

願
以
此
功
玄
師
妙
珍
徃
生
極
樂　

天
台
公
俊　

住
不

退
地
乃
至
法
界
平
等
利
益　
　
　
　
　

改
永
壽

永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
五
月
三
日
相
傳
之
者

　
　
　
　
　
　

台
山
沙
門　

判
之

寬
文
元
年
辛丑
（
一
六
六
一
）
九
月 

日
以
日
光
御
門
跡
御
本
書
寫
畢

（
以
下
略
）

（
８
）　
「
大
師
」
と
略
稱
さ
れ
る
論
義
は
複
數
あ
り
う
る
が
、
最
澄
を
供
養

す
る
六
月
會
や
長
講
會
と
區
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
一
月
二
四

り
、
天
台
敎
學
の
習
學
に
關
し
て
宗
性
に
便
宜
を
圖
っ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
す
る
。
ま
た
、
宗
性
が
智
圓
か
ら
借
覽
し
た
天
台
敎
學
關
連
の
文

獻
、
三
一
部
を
列
擧
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
、
本
論
文
で
用

い
る
『
仙
洞
最
勝
講
疑
問
論
義
用
意
抄
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
３
）　

前
揭
拙
著
第
十
四
章
「
宗
性
が
學
ん
だ
天
台
敎
學
」
で
は
、
建
長
五

年（
一
二
五
三
）の
仙
洞
最
勝
講
で
問
者
と
な
る
に
あ
た
っ
て
、宗
性
が
、

智
圓
か
ら
借
り
受
け
た
文
獻
を
基
に
、『
摩
訶
止
觀
』
觀
禪
定
境
を
め

ぐ
る
複
數
の
論
點
に
つ
き
、
湛
然
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
と
共
に
證
眞

の
『
止
觀
私
記
』
の
記
述
を
參
照
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
４
）　

以
上
、
拙
稿
「
法
勝
寺
御
八
講
に
お
け
る
天
台
論
義
の
傾
向
に
つ
い

て
」（『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
六
九
─
二
、
二
〇
二
一
）、「
最
勝
講
に

お
け
る
天
台
論
義
の
傾
向
に
つ
い
て
」（『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
七
〇

─
二
、
二
〇
二
二
）、「
仙
洞
最
勝
講
に
お
け
る
天
台
論
義
の
傾
向
に
つ

い
て
」（『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
七
一
─
一
、
二
〇
二
二
）
參
照
。

（
５
）　

續
天
台
宗
全
書
の
解
題
に
よ
れ
ば
、「
三
大
部
伊
賀
抄
」
は
、
惠
心

流
に
お
け
る
論
義
の
硏
鑚
が
伊
賀
徃
生
院
の
祐
朝
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ

た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
大
久
保
良
順
氏
は
、『
伊
賀
抄
』
は
惠
心
流

に
屬
し
な
が
ら
「
極
め
て
多
方
面
の
抄
物
を
資
料
と
し
、
ひ
と
り
檀
那

と
い
わ
ず
三
井
の
義
を
も
用
い
て
答
え
を
出
し
て
い
る
點
に
特
徵
が
見

ら
れ
る
。」（『
摩
訶
止
觀
伊
賀
抄
』
下
、
續
天
全
、
顯
敎
２
・
解
題
二

頁
下
）
と
し
、
編
纂
の
仕
方
は
、「
寶
地
房
證
眞
の
『
三
大
部
私
記
』

を
傍
に
し
て
、
問
題
の
所
在
を
『
私
記
』
に
從
っ
て
終
始
提
示
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。」（
同
三
頁
上
）
と
述
べ
る
。
こ
の
特
徵
は
『
法
華
玄
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日
に
各
所
で
行
わ
れ
て
い
た
天
台
大
師
講
と
考
え
る
。
例
え
ば
『
門
葉

記
』
卷
九
〇
に
は
、
南
山
坊
（
大
正
圖
像
部
一
二
・
二
頁
下
）、
本
房

（
十
樂
院
）（
同
・
七
頁
中
）
で
天
台
大
師
講
が
「
每
年
勤
事
」
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
る
。
長
講
會
（
長
講
）
と
六
月
會
（
六
月
）
は
同
じ
論
義

會
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
が
、
表
記
に
從
っ
た
。
次
に
、「
唐
八
」
あ

る
い
は
「
唐
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
前
唐
院
八
講
は
、
近
世
の
文
獻
で

あ
る
が
『
華
頂
要
略
』
卷
一
二
九
に
よ
れ
ば
、
東
塔
前
唐
院
で
十
月
に

開
催
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
禮
」
と
表
記
さ
れ
る
禮
拜
講
は
、「
日
吉

禮
拜
講
」
が
東
塔
の
學
僧
參
仕
に
よ
り
三
月
一
二
日
乁
び
一
三
日
、「
十

禪
師
新
禮
拜
講
」
が
三
月
二
四
日
乁
び
二
五
日
に
、
三
塔
の
學
僧
の
參

仕
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
以
上
、
東
京
大
學
史
料
編
纂
所

藏
謄
寫
本
・
第
一
丁
左
）。『
玄
義
覺
要
鈔
』
の
記
載
は
前
者
を
指
す
と

推
測
で
き
る
が
、
史
料
的
制
約
に
よ
り
未
確
定
で
あ
る
。
禮
拜
講
を
は

じ
め
日
吉
社
に
お
け
る
法
會
や
論
義
の
起
源
、
開
催
狀
況
等
を
調
査
し

た
硏
究
に
、
長
谷
川
裕
峰
「
山
王
禮
拜
講
の
成
立
に
關
す
る
一
考
察
」

（『
叡
山
學
院
硏
究
紀
要
』
三
八
、
二
〇
一
六
）
が
あ
る
。
な
お
、「
止

觀
」
と
表
記
さ
れ
る
論
義
に
つ
い
て
は
、『
山
門
記
』
に
比
叡
山
の
三

衟
（
顯
宗
學
衟
・
密
宗
學
衟
・
修
驗
衟
）
の
う
ち
、
顯
宗
學
衟
の
「
□

請
」
の
割
註
に
「
谷
內
諸
講
、
大
乘
講
、
勸
學
講
、
番
論
講
、
止
觀
講

講
師
。」（
天
全
二
四
・
二
一
二
頁
上
）
と
あ
る
。
次
の
「
立
義
請
」
の

割
註
に
は
「
止
觀
・
立
義
兩
會
、
前
唐
院
八
講
、
六
月
會
講
師
、
一
代

所
學
畢
、
碩
二
一
乘
珠
一
□
三
觀
鏡
、
大
講
堂
六
月
會
講
師
勤
、
七
箇
日

閒
一
代
圣
敎
有
二
不
審
疑
一
悉
忝
明
レ
之
。
此
後
遂
二
止
觀
乘
一
。」（
同
・

二
一
二
頁
上
下
）
と
、
山
內
に
お
け
る
顯
敎
修
學
の
階
梯
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
止
觀
講
」「
止
觀
會
」
を
指
す
と
考
え
る
が
、

そ
の
開
催
の
樣
態
は
未
詳
で
あ
る
。

（
９
）　

智
圓
に
つ
い
て
は
註
（
２
）
參
照
。

（
10
）　
『
東
大
寺
宗
性
筆
圣
敎
幷
抄
錄
本
』
第
六
三
册
・
第
二
九
紙
～
第
三

〇
紙
。

（
11
）　

大
正
四
六
・
七
一
頁
下
。
湛
然
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
卷
六
之
一
に
は

「
言
二
共
聲
聞
等
一
者
、
通
敎
二
乘
七
地
已
前
與
二
菩
薩
一
名
二
共
聲
聞
一
。」

（
大
正
四
六
・
三
三
二
頁
中
）
と
し
、
三
乘
共
行
と
解
す
る
立
場
か
ら
、

疑
難
を
釋
し
て
い
る
。

（
12
）　
『
大
智
度
論
』
で
共
・
不
共
の
十
地
を
說
示
す
る
箇
所
と
し
て
は
、

例
え
ば
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
』
卷
六
（
大
正
八
・
二
五
六
頁
下
～
二

五
九
頁
下
）
に
說
示
す
る
十
地
の
地
業
の
註
釋
と
し
て
、
卷
四
九
に

「
地
有
二
二
種
一
。
一
者
、
但
菩
薩
地
。
二
者
、
共
地
。
共
地
者
、
所
謂

乾
慧
地
乃
至
佛
地
。
但
菩
薩
地
者
、
歡
喜
地
・
離
垢
地
・
有
光
地
・
增

曜
地
・
難
勝
地
・
現
在
地
・
深
入
地
・
不
動
地
・
善
根
地
・
法
雲
地
。

此
地
相
、
如
二
十
地
經
中
廣
說
一
。」（
大
正
二
五
・
四
一
一
頁
上
中
）
と

述
べ
る
。
ま
た
、
卷
七
五
で
は
、
經
の
卷
十
七
の
「
菩
薩
摩
訶
薩
具
二

–

足

乾
慧
地
・
性
地
・
八
人
地
・
見
地
・
薄
地
・
離
欲
地
・
已
作
地
・
辟
支

佛
地
・
菩
薩
地
・
佛
地
一
。
具
二

–

足
是
地
一
、
得
二
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
一
。」（
大
正
八
・
三
四
六
頁
中
）
等
の
文
を
釋
し
て
、「
乾
慧
地
有
二

二
種
一
。
一
者
、
聲
聞
。
二
者
、
菩
薩
。
…
…
菩
薩
地
者
、
從
二
乾
慧
地
一

乃
至
離
欲
地
、
如
二
上
說
一
。
復
次
、
菩
薩
地
、
從
二
歡
喜
地
一
乃
至
法



東
洋
の
思
想
と
宗
敎
　
第
四
十
一
號

（ 46 ）

二
五
・
四
四
七
頁
上
）
の
記
述
に
基
づ
く
。

（
17
）　

大
正
三
三
・
七
二
九
頁
上
。

（
18
）　
『
義
科
十
六
算
略
鍳
』
に
「
十
六
算
之
余
」
の
一
つ
と
し
て
「
七
圣

義
」
が
あ
り
、「
身
證
不
還
亙
二
住
果
・
勝
進
一
耶
」（
天
全
二
三
・
二
四

頁
下
）
と
あ
る
。

（
19
）　

六
一
一
四
─
九
五
・
第
一
二
〇
紙
～
一
二
二
紙
。

（
20
）　

同
右
・
第
一
二
三
紙
。

（
21
）　

傳
全
二
・
二
五
四
頁
～
二
五
五
頁
。

（
22
）　

以
下
、『
守
護
國
界
章
』
卷
上
之
中
に
お
け
る
論
諍
の
詳
細
、
乁
び

背
景
と
意
義
、
問
題
點
等
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
良
峻
「
最
澄
と
德
一

の
行
位
對
論
」（『
最
澄
の
思
想
と
天
台
密
敎
』
法
藏
館
、
二
〇
一
五
）

參
照
。
特
に
本
論
文
に
關
連
す
る
の
は
「
三　

通
敎
の
十
地
に
つ
い

て
」
で
あ
る
。

（
23
）　

傳
全
二
・
二
五
四
頁
～
二
五
五
頁
。

（
24
）　
『
大
般
若
經
』
卷
五
七
八
（
大
正
七
・
九
八
七
頁
上
）、
基
『
大
般
若	

經
理
趣
分
述
贊
』
卷
二
（
大
正
三
三
・
四
五
頁
中
下
）。

（
25
）　

傳
全
二
・
二
五
八
頁
～
二
六
〇
頁
。
前
揭
大
久
保
書
、
一
〇
二
頁
～

一
〇
三
頁
參
照
。

（
26
）　

六
一
一
四
─
九
五
・
第
一
二
四
紙
～
第
一
二
五
紙
。

（
27
）　
『
最
勝
講
問
答
記
』
其
三
に
は
、
安
貞
二
年
初
日
朝
座
、
講
師
顯
瑜

（
延
曆
寺
）、
問
者
玄
良
（
興
福
寺
）
の
第
二
問
と
し
て
、「
問
。
一
家

天
台
意
、
以
二
乾
惠
等
十
地
一
爲
二
通
敎
次
位
一
。
尒
者
、
前
七
地
唯
限
二

聲
聞
位
一
歟
、
將
通
二
三
乘
一
歟
。
答
。
通
二
三
乘
一
也
。
…
…
」（『
東
大

雲
地
、
皆
名
二
菩
薩
地
一
。
…
…
」（
大
正
二
五
・
五
八
六
頁
上
）
と
す

る
。
な
お
、
後
述
の
と
お
り
、
宗
性
は
『
仙
洞
最
勝
講
疑
問
論
義
用
意

抄
』
第
五
で
、
右
引
用
文
を
含
め
、
本
論
題
に
關
す
る
要
文
を
多
數
收

集
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、『
大
智
度
論
』
卷
一
九
（
大
正
二
五
・
一

九
七
頁
中
）
の
文
を
「
智
論
二
十
一
云
、
三
十
七
品
是
聲
聞
・
辟
支
佛

衟
。
六
波
羅
蜜
是
菩
薩
摩
訶
薩
衟
。
何
以
故
於
二
菩
薩
衟
中
一
說
聲
聞

法
。
答
曰
、
菩
薩
摩
訶
薩
應
レ
學
二
一
切
善
法
、
一
切
衟
一
。
如
三
佛
吿
二

須
菩
提
一
、
菩
薩
摩
訶
薩
行
二
般
若
波
羅
蜜
一
、
悉
學
二
一
切
善
法
、
一

切
衟
一
、
所
謂
乾
慧
地
乃
至
佛
地
。
是
九
地
應
二
學
而
不
一レ
取
レ
證
、
佛

地
亦
學
亦
證
。」
と
引
用
し
、「
私
云
、
乾
惠
等
十
地
中
前
七
地
亦
菩
薩

所
學
之
旨
、
此
文
尤
分
明
也
。」（
以
上
、
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
藏
寫

眞
帳
、
請
求
記
號
、
六
一
一
四
─
九
五
・
第
一
二
八
紙
。
以
下
、
本
書

の
引
用
に
つ
い
て
は
請
求
記
號
の
み
記
す
。）
と
註
記
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
第
八
地
を
緣
覺
に
限
る
立
場
と
、
菩
薩
に
通
ず
る
立
場
雙
方
の

硏
鑚
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
13
）　

大
正
三
三
・
七
三
〇
頁
上
。

（
14
）　

大
正
四
六
・
七
五
〇
頁
中
。
大
正
藏
の
底
本
の
記
述
は
『
法
華
玄

義
』
と
同
じ
だ
が
、
例
え
ば
校
訂
に
用
い
ら
れ
た
甲
乙
二
本
は
、
兩
方

の
難
の
波
線
部
太
字
部
分
の
よ
う
に
菩
薩
を
擧
げ
な
い
。
そ
の
た
め
、

第
八
地
は
緣
覺
の
み
の
行
位
と
解
す
る
立
場
の
證
文
と
な
り
う
る
。

（
15
）　

例
え
ば
『
阿
毘
逹
磨
倶
舍
論
』
卷
二
四
に
は
「
卽
不
還
者
若
於
二
身

中
一
有
二
滅
定
得
一
轉
名
二
身
證
一
。」（
大
正
二
九
・
一
二
六
頁
上
）
と
あ
る
。

（
16
）　

大
正
三
三
・
七
二
九
頁
上
。
こ
れ
は
『
大
智
度
論
』
卷
五
四
（
大
正
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寺
宗
性
筆
圣
敎
幷
抄
錄
本
』
第
六
五
册
・
第
二
五
紙
。）
と
の
問
答
が

あ
る
。
な
お
『
問
答
記
』
所
收
の
論
義
に
つ
い
て
は
、
答
が
あ
れ
ば
記

す
。
他
に
『
問
答
記
』
に
記
載
の
あ
る
類
問
は
以
下
の
と
お
り
。『
法

勝
寺
御
八
講
問
答
記
』
第
七
に
は
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
第
四

日
朝
座
、
講
師
明
禪
（
延
曆
寺
）、
問
者
範
信
（
興
福
寺
）
の
第
一
問

「
問
。
宗
意
以
二
乾
惠
等
十
地
一
通
敎
地
位
尺
給
。
然
者
、
前
七
地
唯
限
二

聲
聞
一
歟
。
…
…
」（
同
第
五
四
册
・
第
六
一
紙
）
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で

『
最
勝
講
問
答
記
』
其
四
に
は
、
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
初
日
朝
座
、

講
師
賴
惠
（
東
大
寺
）、
問
者
禪
覺
（
延
曆
寺
）
の
第
一
問
に
「
問
。

經
文　

○　

三
乘
共
行
十
地
中
前
七
地
可
レ
含
二
大
乘
所
行
一
耶
。
答
。

諸
師
異
釋
紛
紜
也
。
輒
難
レ
定
者
哉
。
但
任
二
高
祖
淨
影
之
解
釋
一
者
、

非
三
前
七
中
已
含
二
大
乘
一
判
也
。
於
二
龍
樹
論
說
一
者
會
下
自
所
行
中
麁

近
之
者
相
同
二
二
乘
一
故
曰
中
通
行
上
也
。
解
釋
如
レ
此
。」（
同
第
六
五

册
・
第
五
〇
紙
）
と
の
問
答
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
論
題
が
三
論
敎

學
の
論
義
と
し
て
構
成
さ
れ
、
天
台
僧
の
禪
覺
の
問
い
に
對
し
て
、
東

大
寺
の
賴
惠
は
『
大
乘
義
章
』
卷
十
四
（
大
正
四
四
・
七
五
六
頁
中
）

を
引
用
し
、
前
七
地
は
大
乘
の
行
位
を
含
ま
な
い
と
答
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
後
述
す
る
證
眞
『
法
華
玄
義
私
記
』
卷
四
末
は
『
大
乘
義
章
』

の
說
を
批
判
す
る
。
日
本
佛
敎
に
お
け
る
本
論
題
の
嚆
矢
は
現
段
階
で

未
詳
だ
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
宗
派
閒
に
お
け
る
論
題
、
敎
學
硏
鑽
の
共

有
の
一
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

（
28
）　

正
敎
藏
・
第
一
七
三
紙
。

（
29
）　

大
正
二
五
・
五
八
五
頁
下
～
五
八
六
頁
上
。
註
（
12
）
參
照
。

（
30
）　

佛
全
二
一
・
一
六
七
頁
下
～
一
六
八
頁
上
。

（
31
）　

大
正
四
四
・
七
五
五
頁
下
。

（
32
）　

こ
の
點
に
つ
き
、前
揭
拙
著
第
十
二
章「
乾
慧
斷
惑
と
二
入
通
」參
照
。

（
33
）　

六
一
一
四
─
九
五
・
第
一
〇
〇
紙
～
一
〇
四
紙
。

（
34
）　
『
最
勝
講
問
答
記
』
其
三
、『
東
大
寺
宗
性
筆
圣
敎
幷
抄
錄
本
』
第
六

五
册
・
第
二
〇
紙
。

（
35
）　

大
正
三
三
・
七
二
八
頁
下
～
七
二
九
頁
上
。

（
36
）　

大
正
三
三
・
八
八
四
頁
下
。

（
37
）　

佛
全
二
一
・
一
五
八
頁
上
～
一
五
九
頁
下
。

（
38
）　

註
（
16
）
參
照
。

（
39
）　

註
（
３
）
參
照
。

（
40
）　

六
一
一
四
─
九
五
・
第
一
〇
六
紙
～
一
〇
八
紙
。
引
用
順
に
擧
げ
れ

ば
、
①
『
阿
毘
逹
磨
大
毘
婆
沙
論
』
卷
一
七
〇
（
大
正
二
七
・
八
五
九

頁
中
下
）、
②
③
卷
一
六
八
の
二
文
（
同
・
八
五
〇
頁
中
、
八
五
〇
頁

上
中
）、
④
卷
六
七
（
同
・
三
五
〇
頁
中
）
で
あ
る
。
全
體
的
に
長
文

の
引
用
か
つ
中
略
箇
所
が
あ
る
た
め
、
具
さ
な
る
揭
示
は
控
え
る
。
後

述
す
る
『
倶
舍
論
本
義
抄
』
卷
四
七
と
の
關
係
で
い
う
と
、
同
書
で
宗

性
が
自
說
の
根
據
と
す
る
『
婆
沙
論
』
卷
一
六
八
の
「
或
此
所
說
衟
類

智
時
。
雖
レ
不
三
成
二

–

就
二
乃
至
四
一
、
而
從
レ
此
後
不
レ
久
定
成
故
、
於
二

爾
時
一
亦
說
二
成
就
一
。
謂
、
衟
類
智
後
、
不
レ
久
必
起
二
勝
果
衟
一
時
、

卽
修
レ
彼
故
。」（
大
正
二
七
・
八
五
〇
頁
上
、『
本
義
抄
』
卷
四
七
、
大

正
六
三
・
七
七
九
頁
上
）
は
②
に
、「
或
彼
不
レ
久
必
起
二
勝
果
衟
一
卽
成
二

–
就
彼
一
故
於
二
爾
時
一
亦
說
二
成
就
一
。」（
大
正
二
七
・
八
五
〇
頁
上
、『
本
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（
52
）　
『
四
明
尊
者
敎
行
錄
』
所
收
、
大
正
四
六
・
八
八
八
頁
下
。

（
53
）　

續
藏
一
─
四
三
・
四
七
六
丁
右
上
。

（
54
）　

正
敎
藏
・
第
一
三
七
紙
。

（
55
）　

佛
全
二
一
・
一
四
五
頁
上
。

（
56
）　

知
禮
が
用
い
た
「
生
死
俗
諦
」
と
い
う
用
語
は
必
ず
し
も
一
般
的
で

な
い
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、『
維
摩
經
文
疏
』
卷
二
三
に
お
い

て
『
維
摩
詰
所
說
經
』
觀
衆
生
品
の
來
意
を
述
べ
る
中
、
俗
諦
・
眞

諦
・
中
衟
の
三
種
衆
生
の
說
示
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
此
經
明
下
觀
二
三

諦
一
窮
レ
源
盡
上
レ
性
。
義
推
卽
有
二
三
種
衆
生
一
。
一
者
俗
諦
衆
生
、
二

者
眞
諦
衆
生
、
三
者
中
衟
衆
生
。
若
俗
諦
衆
生
攬
二
分
段
五
陰
一
以
成
二

假
名
衆
生
一
、
皆
如
二
幻
夢
一
。
若
見
二
眞
諦
一
亦
攬
二
變
易
五
陰
一
以
成
二

衆
生
一
。
若
見
二
中
衟
一
卽
是
法
性
五
陰
以
成
二
衆
生
一
。」（
續
藏
一
─
二

八
・
一
三
四
丁
左
下
）
と
あ
る
。
分
段
五
陰
に
依
據
す
る
俗
諦
衆
生
が

眞
諦
を
見
る
こ
と
で
變
易
五
陰
に
依
據
す
る
眞
諦
衆
生
と
な
り
、
中
衟

を
見
る
こ
と
で
法
性
五
陰
に
依
據
す
る
中
衟
衆
生
と
な
る
と
い
う
。
ま

た
同
經
問
疾
品
に
「
我
乁
涅
槃
、
此
二
皆
空
。」（
大
正
一
四
・
五
四
五

頁
上
）
と
あ
る
文
に
つ
き
、「
我
卽
生
死
俗
諦
衆
生
空
。
涅
槃
卽
眞
諦

之
法
空
。」（
續
藏
一
─
二
八
・
一
三
五
丁
右
上
）
と
釋
し
、
我
空
を
生

死
俗
諦
衆
生
の
空
と
述
べ
て
い
る
。
知
禮
が
「
生
死
俗
諦
」
と
呼
ぶ
の

は
こ
の
意
味
で
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
57
）　

本
問
を
め
ぐ
る
知
禮
や
從
義
、
善
月
ら
趙
宋
天
台
諸
師
の
說
に
關
說

す
る
硏
究
と
し
て
は
村
上
明
也
「
日
本
天
台
が
與
え
た
趙
宋
天
台
へ
の

影
響
」（『
日
本
佛
敎
綜
合
硏
究
』
一
七
、
二
〇
一
九
）
が
あ
る
。
ま
た

義
抄
』
卷
四
七
、
大
正
六
三
・
八
五
〇
頁
上
）
は
③
に
含
ま
れ
る
。

（
41
）　

六
一
一
四
─
九
五
・
第
一
〇
八
紙
。

（
42
）　

大
正
六
三
・
七
七
八
頁
下
～
七
七
九
頁
中
。

（
43
）　

大
正
六
三
・
七
七
九
頁
上
。

（
44
）　

大
正
六
三
・
七
七
九
頁
中
。

（
45
）　
『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
』
第
十
三
に
は
、
建
長
八
年
第
二
日
朝
座

の
第
二
問
に
「
問
。
身
證
不
還
唯
限
二
勝
進
那
含
一
歟
。
答　

兩
方
」

（『
東
大
寺
宗
性
筆
圣
敎
幷
抄
錄
本
』
第
五
七
册
・
第
三
九
紙
）
と
あ
る
。

ま
た
、『
最
勝
講
問
答
記
』
重
本
に
は
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
初
日

暮
座
、
講
師
宗
澄
（
延
曆
寺
）
と
問
者
實
譽
（
東
大
寺
）
が
「
問
。
宗

師
意
身
證
不
還
果
圣
者
可
レ
亙
二
住
果
勝
進
二
類
一
耶
。
答
。
可
レ
限
二
勝
進

一
類
一
也
。
…
…
」（『
東
大
寺
宗
性
筆
圣
敎
幷
抄
錄
本
』
第
六
六
册
・
第

六
三
紙
～
第
六
四
紙
）
と
の
問
答
を
行
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

（
46
）　

正
敎
藏
・
第
一
五
四
紙
。

（
47
）　

註
（
８
）
參
照
。
た
だ
し
前
揭
長
谷
川
論
文
に
は
、
右
の
出
題
例
は

見
出
せ
な
い
。

（
48
）　

續
天
全
、
顯
敎
５
・
二
五
一
頁
上
下
。
本
文
に
引
用
し
た
記
述
に
續

い
て
、『
法
華
玄
義
釋
籤
』
卷
一
〇
（
大
正
三
三
・
八
八
四
頁
下
）
の

文
が
見
え
る
が
、
揭
示
を
省
略
し
た
。

（
49
）　

宗
性
『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
』（
六
一
一
四
─
七
─
五
一
・
第
四

三
紙
）。

（
50
）　

大
正
三
三
・
七
二
三
頁
中
。

（
51
）　

大
正
三
三
・
八
八
〇
頁
中
。
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同
「
日
中
兩
天
台
に
お
け
る
敎
學
的
な
相
互
交
流
─
源
信
問
・
知
禮
答

『
答
日
本
國
師
二
十
七
問
』
を
中
心
と
し
て
─
」（『
中
國
─
社
會
と
文

化
』
三
七
、
二
〇
二
二
）
で
は
、
知
禮
と
從
義
、
證
眞
の
見
解
を
現
代

語
譯
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
文
に
お
け
る
「
生
死
俗
諦
」
の
理

解
は
、
眞
諦
三
昧
の
所
破
な
の
か
俗
諦
三
昧
の
所
破
な
の
か
に
つ
い
て

混
亂
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
特
に
證
眞
說
の
現
代
語
譯
に
不
适
切
な
箇

所
が
見
ら
れ
る
た
め
、
用
い
な
い
。

（
58
）　

續
天
全
、
顯
敎
５
・
二
二
七
頁
下
～
二
二
八
頁
上
。

（
59
）　
『
法
華
玄
義
釋
籤
』
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
播
磨
衟
邃
『
法
華
玄
義

釋
籤
要
決
』
卷
四
の
說
が
證
眞
に
先
行
す
る
。「
籤
業
乁
見
思
同
入
俗

諦
所
破
者
、
此
中
應
レ
云
三
業
乁
果
報
同
入
二
俗
諦
三
昧
所
破
一
。
以
下
望
二

惑
疎
一
非
中
眞
諦
所
破
上
。
然
言
二
見
思
一
者
、
雖
レ
擧
二
煩
惱
一
、
意
取
二
所

感
果
報
一
。
晚
見
草
木

（
本
カ
）云

、
見
思
所
發
業
乁
果
報
同
入
二
俗
諦
三
昧
所

破
一
。
故
唯
成
二
三
不
動
一
。
或
恐
寫
誤
。」（
佛
全
一
五
・
五
五
頁
上
）。

「
業
乁
見
思
」
を
「
業
乁
果
報
」
と
す
べ
き
旨
を
主
張
す
る
に
あ
た
り
、

晚
見
の
「
草
本
」
な
る
文
獻
の
記
述
を
根
據
と
し
つ
つ
、
誤
記
の
可
能

性
を
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、「
唐
決
」
す
な
わ
ち
『
答
日
本
國
師
二
十

七
問
』
へ
の
言
乁
は
な
い
。

（
60
）　

近
世
以
降
の
註
釋
を
見
る
に
、
淨
土
宗
の
普
寂
（
一
七
〇
七
～
一
七

八
一
）『
法
華
玄
義
復
眞
鈔
』
卷
三
は
「
寂
謂
、
私
記
所
レ
評
善
矣
。」

（
佛
全
二
三
・
九
九
頁
上
）
と
し
、
證
眞
の
說
を
支
持
す
る
。
癡
空
（
一

七
八
〇
～
一
八
六
二
）『
法
華
玄
義
釋
籤
講
義
』
卷
四
は
、
知
禮
の
會

釋
を
「
以
下
業
乁
見
思
同
入
二
分
段
生
死
俗
諦
一
、
正
爲
中
眞
諦
所
破
上
會

釋
。
意
由
レ
欲
二
不
レ
改
レ
文
通
一レ
義
。」（
佛
敎
大
系
『
法
華
玄
義
』
三
・

一
三
八
頁
）
と
し
、
そ
の
意
を
斟
酌
す
る
。
從
義
や
證
眞
說
に
は
引
用

す
る
の
み
で
評
價
を
下
さ
ず
、「
俗
諦
」
を
「
眞
諦
」
に
改
め
る
こ
と

を
主
張
す
る
本
純
（
一
七
〇
二
～
一
七
六
九
）『
法
華
玄
義
釋
籤
籤
錄
』

卷
四
下
（
京
都
大
學
附
屬
圖
書
館
藏
版
本
、
二
九
丁
左
）
を
批
判
す

る
。
守
脫
（
一
八
〇
四
～
一
八
八
四
）『
法
華
玄
義
釋
籤
講
述
』（
佛
敎

大
系
『
法
華
玄
義
』
三
・
一
三
九
頁
）
は
、
趙
宋
天
台
に
お
け
る
諸
說

を
擧
げ
た
上
で
明
確
に
知
禮
の
解
釋
を
否
定
し
、
證
眞
の
說
を
是
と
す

る
。

（
61
）　

大
正
四
六
・
一
二
八
頁
上
。
な
お
、
化
法
の
四
敎
の
佛
の
座
に
つ
い

て
、
大
久
保
良
峻
『
台
密
敎
學
の
硏
究
』（
法
藏
館
、
二
〇
〇
四
）
第

四
章
「『
維
摩
經
文
疏
』
の
敎
學
」
參
照
。
一
一
九
頁
に
は
、
通
敎
佛

の
座
で
あ
る
天
衣
の
根
據
が
『
勝
天
王
般
若
經
』
で
は
明
確
で
な
く
、

『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
』
卷
一
（
大
正
八
・
二
二
〇
頁
下
）
乁
び
『
大

智
度
論
』
卷
三
四
（
大
正
二
五
・
三
一
〇
頁
中
）
に
基
づ
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
第
六
章
「
日
本
天
台
に
お

け
る
法
身
說
法
思
想
」
參
照
。

（
62
）　

大
正
三
三
・
七
六
六
頁
下
。

（
63
）　

大
正
三
三
・
九
二
二
頁
上
。『
大
智
度
論
』
は
卷
三
四
（
大
正
二
五
・

三
一
〇
頁
中
）。

（
64
）　
『
玄
義
覺
要
鈔
』
第
七
に
は
、次
の
よ
う
な
論
義
が
收
載
さ
れ
て
い
る
。

康
平
六
（
一
〇
六
三
）　

最　

勝
範
權
律
師
山
四　

心
尊
寺
十

問
。
通
敎
佛
坐
二
草
座
一
成
衟
耶
。
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若
云
レ
爲
レ
座
者
、
雖
レ
明
二
草
座
天
衣
成
衟
一
、
未
レ
云
二
人
衣
爲
一レ

座ト

。
若
尓
者
、
既
天
衣
爲
レ
座
。
何
說
下
以
二
人
衣
一
不
上
レ
爲
レ
座
耶
。

答
。
天
衣
勝
故
爲
レ
座
歟
。（
正
敎
藏
・
二
一
一
紙
）

　

傍
記
に
よ
れ
ば
、
宗
內
の
禮
拜
講
に
出
題
例
が
あ
る
。
諸
佛
が
人
衣

を
座
と
し
て
成
衟
す
る
こ
と
の
肯
否
を
問
う
の
で
あ
り
。
他
に
類
問
は

見
出
せ
な
い
。『
大
智
度
論
』
卷
三
四
に
「
若
貴
人
見
者
、
當
下
以
二
所

貴
衣
服
一
爲
上レ
座
。」（
大
正
二
五
・
三
一
〇
頁
中
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
通
佛
の
座
と
い
え
る
か
否
か
を
問
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
法

華
玄
義
伊
賀
抄
』
卷
七
上
に
は
「
通
敎
佛
以
二
蓮
華
一
爲
レ
座
耶
。」（
續

天
全
、
顯
敎
六
・
六
〇
頁
下
）
と
い
う
問
に
は
じ
ま
る
問
答
が
あ
り
、

こ
れ
が
宗
內
の
勸
學
講
で
問
わ
れ
た
こ
と
が
註
記
さ
れ
る
。
結
論
と
し

て
は
否
定
す
る
。
こ
う
し
た
論
義
も
、
通
敎
佛
の
成
衟
を
め
ぐ
る
硏
鑽

の
一
端
と
見
て
よ
い
。『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
下
（
續
天
全
、
顯
敎
６
）

籘
平
寬
田
氏
の
解
題
六
頁
參
照
。

（
65
）　

正
敎
藏
・
第
二
一
一
紙
～
第
二
一
二
紙
。

（
66
）　

續
天
全
、
顯
敎
６
・
六
〇
頁
上
下
。

（
67
）　

前
揭
籘
平
寬
田
氏
の
解
題
六
頁
參
照
。

（
68
）　
『
東
大
寺
宗
性
筆
圣
敎
幷
抄
錄
本
』
第
五
四
册
・
第
一
二
紙
。

（
69
）　

東
京
大
學
史
料
編
纂
所
藏
寫
眞
帳
、『
陽
明
文
庫
所
藏
記
錄
』
二
（
請

求
記
號　

六
一
七
〇
．
六
二
─
九
─
二
・
第
五
三　

紙
。

（
70
）　
『
東
大
寺
宗
性
筆
圣
敎
幷
抄
錄
本
』
第
五
三
册
・
第
四
五
紙
。

（
71
）　
『
東
大
寺
宗
性
筆
圣
敎
幷
抄
錄
本
』
第
五
三
册
・
第
五
一
紙
。

（
72
）　

園
城
寺
の
公
請
停
止
に
つ
い
て
は
、『
玉
葉
』
治
承
四
年
六
月
二
二

答
。
通
敎
天
衣
爲
レ
座
。　

玄
云
、
或
言
、
衟
樹
天
衣
爲
レ
座
。
文　

付
レ
之
、
大
論
中
、
摩
訶

衍
經
中
或
見
レ
敷
レ
草
、
或
見
二
天
衣
一
。
文　

是
通
敎
利
鈍
所
見ナ
リ
ト

聞タ
リ。

說
三
既
身
相
帶
二
丈
六
一
。
所
說
二
生
滅
一
。
所
座
豈
不
レ

二

草
座ニ
一
耶
。

答
。
通
佛
是
勝
應
身
。
不
レ
可
レ
座
二
草
座
一
。
雖
下
帶
二
比
丘
一
作
中

丈
六
上
、
不
レ
可
レ
座
二
草
座
一
。
既
現
二
尊
特
身
一
、
非
二
藏
佛
一
。
不
レ

可
レ
用
二
■
衣
一
。
故
以
二
天
衣
一
爲
レ
座
成
衟
也
。
但
至
下
利
鈍
所
見

可
二
不
同
一
之
難ニ
上
者
、
可
レ
有
二
勝
劣
一
也
。
大
論
云
、
隨
二
其
福

德
一
六
天
々
衣
所
見
不
同
。
次
大
論
文
大
乘
中
明
二
小
⺇
所
見
一
故

也
。（
正
敎
藏
・
第
二
一
〇
紙
～
第
二
一
一
紙
）

　
『
法
華
玄
義
釋
籤
』
卷
一
五
に
「
或
見
レ
敷
二
草
座
樹
下
一
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
通
敎
佛
が
草
座
に
坐
し
て
成
衟
す
る
か
が
問
わ
れ
る
。
本
問

答
の
答
者
は
、
通
敎
の
佛
が
藏
敎
と
異
な
り
勝
應
身
で
あ
る
こ
と
を
重

視
し
、
草
座
で
は
な
く
天
衣
を
座
と
す
る
と
い
う
敎
學
上
の
原
則
を
維

持
し
つ
つ
、
通
敎
の
行
者
の
資
質
の
利
鈍
に
よ
り
所
見
の
不
同
も
あ
り

得
る
と
す
る
。
出
題
例
は
十
一
世
紀
と
古
い
が
、
承
詮
に
よ
る
こ
の
立

論
は
、
證
眞
『
法
華
玄
義
私
記
』
卷
七
（
佛
全
二
一
・
二
六
七
頁
下
）

の
說
に
基
づ
く
。『
法
華
玄
義
伊
賀
抄
』
卷
七
上
（
續
天
全
、
顯
敎
６
・

五
八
頁
上
～
五
九
頁
下
）
に
も
同
じ
問
答
が
あ
る
。
ま
た
、『
玄
義
覺

要
鈔
』
第
七
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
答
が
收
載
さ
れ
て
い
る
。

永
曆
元
（
一
一
六
〇
）　

禮　

詮
仁
答　

源
印

問
。
諸
佛
以
二
人
衣
一
爲
レ
座
耶
。



承
詮
撰
述
『
玄
義
覺
要
鈔
』
所
收
の
論
義
に
つ
い
て
（
松
本
）

（ 51 ）

日
條
に
記
事
が
あ
る
。
法
勝
寺
御
八
講
と
の
關
係
で
は
、『
山
槐
記
』

治
承
四
年
七
月
三
日
條
に
、「
園
城
寺
興
福
寺
東
大
寺
依
二
亂
逆
事
一
、

不
レ
被
レ
請
レ
之
。」
と
あ
る
。
以
仁
王
の
亂
前
後
に
お
け
る
平
氏
政
權

の
寺
院
政
策
の
詳
細
に
つ
き
、
田
中
文
英
『
平
氏
政
權
の
硏
究
』（
思

分
閣
出
版
、
一
九
九
四
）
第
八
章
「
治
承
・
壽
永
の
內
亂
─
平
氏
政
權

と
寺
院
勢
力
─
」
參
照
。
同
年
の
『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
』
に
は
、

「
今
年
證
誠
以
下
講
師
聽
衆
皆
延
曆
寺
一
寺
也
。
興
福
薗
城
兩
寺
有
レ
議

被
レ
除
レ
之
。
至
二
東
大
寺
一
者
、
講
師
三
人　

辨
曉
權
律
師　

貞
敏
大

法
師　

成
寶
大
法
師　

聽
衆
三
人　

惠
丹
、
叡
惠　

增
運　

既
雖
レ
領
二

御
請
一
、
又
被
レ
除
レ
之
了
。
一
寺
不
參
之
例
、
粗
雖
レ
見
二
舊
記
一
、
偏

以
二
一
寺
一
被
二
始
行
一
之
例
、
今
年
既
初
也
。」（『
東
大
寺
宗
性
筆
圣
敎

幷
抄
錄
本
』
第
五
三
册
・
第
五
〇
紙
）
と
あ
り
、
一
寺
の
學
僧
の
み
に

よ
る
開
催
は
過
去
に
例
が
な
い
と
す
る
。
な
お
、
平
岡
定
海
『
東
大
寺

宗
性
上
人
之
硏
究
竝
史
料
』
上
（
臨
川
書
店
、
一
九
五
八
）・
一
六
二

頁
上
。

（
73
）　

論
義
の
問
答
も
含
め
、『
東
大
寺
宗
性
筆
圣
敎
幷
抄
錄
本
』
第
五
六

册
・
第
四
紙
。
ま
た
、
平
岡
前
揭
書
、
上
・
二
二
二
頁
下
。

（
74
）　
『
最
勝
講
問
答
記
』
其
三
に
は
、「
問
。
經
文
云
々
。
唯
識
論
中
明
二

煩
惱
相
一
。
尒
者
、
非
主
獨
行
無
明
與
二
貪
等
本
惑
一
相
應
可
レ
云
耶
。

…
…
」（『
東
大
寺
宗
性
筆
圣
敎
幷
抄
錄
本
』
第
六
五
册
・
第
二
一
紙
）

と
あ
る
。

（
75
）　
『
東
大
寺
宗
性
筆
圣
敎
幷
抄
錄
本
』
第
五
六
册
・
第
八
紙
。

（
76
）　

問
答
も
ふ
く
め
、『
東
大
寺
宗
性
筆
圣
敎
幷
抄
錄
本
』
第
五
九
册
・

第
一
九
紙
。
奧
書
（
第
二
〇
紙
）
に
よ
れ
ば
、
貞
應
三
年
の
七
月
五
日

に
宗
性
が
東
大
寺
中
院
で
書
寫
し
た
も
の
で
あ
る
。
貞
應
三
年
の
論
義

は
『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
』
第
十
（『
同
』
第
五
五
册
・
第
八
五
紙
）

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
傍
註
は
な
い
。
こ
ち
ら
は
寬
喜
三
年
（
一

二
三
一
）
八
三
日
、
東
大
寺
尊
勝
院
に
お
け
る
書
寫
で
あ
る
（
奧
書
・

第
一
二
七
紙
）。

（
77
）　
『
最
勝
講
問
答
記
』
其
二
に
は
、「
問
。
撲
揚
大
師
引
二
菩
薩
藏
經
說
一

列
二
十
善
巧
一
。
尒
者
、
其
名
體
如
何
尺
耶
。
…
…
」（『
東
大
寺
宗
性
筆

圣
敎
幷
抄
錄
本
』
第
六
四
册
・
第
一
六
三
紙
）
と
あ
る
。

（
78
）　
『
室
町
幕
府
の
政
治
と
宗
敎
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
四
）、
二
七
六
頁

～
二
八
二
頁
。
ま
た
、
公
請
を
め
ぐ
る
「
天
皇
家
王
權
」
と
四
箇
大
寺

と
の
力
關
係
に
つ
い
て
、
遠
籘
基
郞
『
中
世
王
權
と
王
朝
儀
禮
』（
東

京
大
學
出
版
會
、
二
〇
〇
八
）
第
八
章
「
院
政
期
の
天
皇
家
王
權
佛

事
」
二
九
四
頁
～
三
〇
一
頁
。

︿
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀
證
眞
、
宗
性
、
最
勝
講
、
仙
洞
最
勝
講
、
法
勝
寺
御
八
講
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